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日   程

時刻 12:30  13:00      13:45 14:00   14:20 16:2016:30

日

　

程

受 付 1学 習 公 開
会 場

移 動

全 体 集
=

あ い さつ

発干層の経緯

レ ク チ ャー・ フ ォー フ ム

テーマ 「 これか らの授業 と学力」

閉会の

ことば

学 習 公 開  (全学級) 13:00～ 13:45

挙 簸 教  科 単 元 ・ 題 材 場  所 指 導 者

1の 1 理  科 うご くお もちゃ 1の 1教 室 北 村 三 郎

1 の 2 算  数 け い さん の け い こ (2) 1の 2教 室 小 梶 和 子

1の 3 書  写 む す  び 1の 3教室 音 田 明 美

1の 4 算  数 た し算 とひ き算 (2) 1の 4教 室 /jヽ 征 子

2の 1 国  語 こ とばのべ ん強 2の 1教 室 竹 田 裕 子

2の 2 算  数 大 きな か ず 2の 2教 室 里 田 俊 子

2の 3 算  数 大 き な か ず 2の 3教室 澤 村 恵 美 子

2の 4 社  会 工場 で はた ら く人 々 2の 4教 室 米 国 真 曲 美

3の 1 体  育 長 くつづ けて 走 る 運  動  場 福 島 寿 夫

3の 2 音  楽 あ わてん ぼ うの歌 3の 2教 室 本 下 千 鶴

3の 3 算  数 円 と 球 3の 3教 室 伏 本 清 史

3の 4 算  数 円  と 球 3の 4教 室 福 島 千 代 子

4  の  1 算  数 四 角 形 4の 1教 室 沼 圏 明 美

4の 2 理  科 物 の と け 方 4の 2教室 音 岡 llE子
4の 3 国  語 小 さ な 青 い 馬 4の 3教 室 高 村   博

4  の  4 社  会 地 図 の 見 方 4の 4教 室 徳 田 慶 子

5の 1 音  楽 合 唱 の ひ び き 高 音 楽 室 大 鹿 史 子

5の 2 理  科 酸素 と二酸化炭素 第 1理科室 友 本 志 津 雄

5の 3 音  楽 合 唱 の ひ び き 5の 3教室 加 藤 雅 子

5の 4 音  楽 合 唱 の ひ び き 低 音 楽 室 田 附 昭 良

6の 1 算  数 平均 とちらば り 6の 1教 室 石 部 清 fII

6の 2 社  会 明 治 維 新 6の 2教 室 野  瀬    隆

6の 3 理  科 力 と て こ 6の 3教 室 小 倉 玉 子

6の 4 算  数 平均 とちらば り 6の 4教 室 谷   一 美

養 育 1 書  写 大 き く書 く 養 1教 室 成 宮 治 子

養 育 2 生  活 風 車 養 2教 室 大 jllと み 江
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全 体 研 究 会  (体 育館) 14:00～ 16:30

(1)あ  い  さ つ 五個荘小学校長  西  村    博

(2)公刊書発 T・
llの 経緯について     喜菫進嚢意事標≧  横  田 證  具

(3)レ ク チ ャー・ フ ォー ラ ム

テ ーマ  「 これか らの授業 と学力 J

司 会  名古屋大学名誉教授 塩 田 芳 久 先生

(提 案 内 容 )

講  師  滋 賀 大 学 教 授 高 旗 正 人 先生  小集国による話し合い学習

中 東 大 学 助 教 授 杉 江 修 治 先生  単元単位の見通し学習

藝璽  水 野   清 先生  新しい時代にのぞまれる学力

本  絞  教  諭  高 村   博     子どもの自己評価

組)開 合 の こ と ば 五個荘町教育長  入 谷 誠 一 郎
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理科学習指導案
(1年 1組 )

指導者 Jヒ 村 二 郎

1 単元名  うごくおもちゃをつ くろう 1

2 単元目標

認知的 (1)身近にある材料を使って、風で動 くおもちゃを作り、それを動かして楽し

く遊び、おもちゃの動き方に興味をもつことができる。

(2)風の動きや強さを意識するとともに、おもちゃの動き方が異なるように、

工夫して作りかえたり、動き方をかえたりすることができる。

(3)動 くおもちゃのしくみや動かし方、動 くようすの違いから、風のはたらき

に気づくことができる。

態度的 A お色ちゃを風のrmlき ゃ強さなどに目をつけて動かしたり、より速 く、より

遠くまで動かすために工夫したり、作りかえたりしようとする。

B 友達の方を見て話したり、話している友達の顔を見てよく聞こうとする。

S 教材の取 り扱 Cヽ

現代のこどもは、幼児期のころからいろいろなおもちゃを手にし動かして遊んでいるが、

それらのおもちゃは、すでに完成されたものであり、また、電気などで動 くメカニックなも

のがほとんどで、低学年の子どもが自分で工夫して作りかえることなどとうていできない。

そんな子どもが、身近にある物を使って「動 くおもちゃ」を自分の手で工夫して作り、それ

を動かして遊ぶとき、考える力は育ち、ほんとうに楽しい学習が展開されるものと考える。

この単元では、風で動 くおもちゃを工夫して作らせ、できたという喜びや、それを動かし

たりさせながら、よりよく改善しようとする意欲を育てるとともに、風には物を動かす力が

あることlr_気づかせ、更にはその過程において風の働きのおもしろさに目を向けさせること

である。

したがって、この学習を通して、遊び本来の長所を生かし、児童が自発的な姿で活動する

学習を大切にしたい。おもちゃの製作にあたってはひとりひとりのこどもに成功感を味わわ

せるように配慮 していきたい。また、物との出会を大切にさせ、身近にある物から材料を選

ぶことができるようにもさせたい。

4 学習計画

区  分 容内習学 学 習 課 題 時 間

第 1次

おもちゃづ

くり

1.プ リテストをする。

2.風で滑 って動 く簡単なおもちゃ

を作り、動かして遊ぶ。

○力ため しをしよう。

0日で吹いて動 くヨットを作ろ

う。

次

やで

２

ち第
れ
が

3.風 でころがるおもちゃ 風輪(1

輪、2輪 )を作 り、転がして遊ぶ。

○よく転がる風輪をく遮ゝうして

つくろう。
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4。 団扇などで風を送り、速 く転がし

たり、ゆっくり,転 が した りする。

0風輪のいろんなころがし方を

みつけ、たしかめよう。

本 時

(2/2)

第 3次

お もちゃの

工夫

5.風 で動 く車を作って走 らせる。

6.風受けをいろいろ工夫 して作 り

車にとりつけてよりよく走らせる。

。風で動 く車を作ろう。

Oよ く走る車にするため、風受

けを工夫 してつけよう。

第 4次 7.ポ ス トテス トをす る。 0カ だめしをしよう。 1

5 本時の 目標

認知的 ○

態度的 A
B

6 震 闘

7 確認の要点

O風輪をはやく転がすには…… (う ちわで

○風輪をゆっくり転がすには… (う ちわで

0お話をする友達の方を見てしっかり聞けましたか。
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二輪の風輪を転が し、風の強さによって転がり方に違いのあることに気づ

くことができる。

団扇などでの風の送 り方を考え風輪を うまく転がそうとする6

話 しする友達の方を見ながら聞こうとする。

風輪のいろんなころがし方 (は やく おそく)をみつけ、たしかめよう。

指 導 上 の 留 意 点区分 1   学  習 活 動

1.本時の課題を確認する。

2.屋 内で転がす方法を話 し合う。

3.い ろいろな転が し方について

考え話 し合う。

○ひとりで予想する。

O遮、たりで話 し合う。

Oみんなで話 し合う。

4.風輪を転がす競争をする。

5。結果のまとめと学習の要点を

確認する。

6.次 時の学習を知る。

○風輪ころが しでおもしろかった

こと、困ったことなど話し合わ

せ乍 ら本時の課題をつかませる。

0体育館や教室など風のない所で

転がす方法を考えさせる。

○いろいろなころがし方の競争を

考えさせ、ころがせ方と風のあ

て方について予想させる。

・ ゆっくり転がすとき、早 く転

がすとき、遠 くまで転がすと

きなど本時までの経験をもとに

○遊びのルールをつくり、楽 しく

競争 して遊ばせる。 (場所を決

め交代 しながら実験させる。)

○風の様子で風輪の転がり方が違

うことに気づかせてい く。

○課題をはっ

きりつかん

だか。

○友達の考え

が しっかり

聞けている

か 。

0風の強さな

ど考え転が

せたか。

0風 と転がり

方の関係に

気づむヽた力ヽ

学習課題

評  価

準

備

中

ノか

確

認



算数 科学習指導案
(1年 2組 )

指導者 小 梶 和 子

1 単元名  けいさんの けい こ (2)

2 単元 目標

認知的 (1)1位数と 1位数をたして、和が 10以上になる場合のたし算が確実 にできる。

(2)10い くつか ら 1位数をひいて、差が 1位数になる場合のひき算ができる。

態度的 A たし算やひき算の計算を、早 く、正 しくしようとする。

B 声の ものさしに合わせて話そうとする。

3 教材の取 り扱 もヽ

けいさんのけいこ(1)では、 くり上がり、 くり下がりのない 1位数 と 1位数の加法・減法を

学習 したが、子ども達の計算能力に、かなり著 しい個人差が見受けられた。

そこで、たし算 。ひき算の計算力ニドを使 って、ゲーム・バズル・ぬり絵など、具体的な

操作活動を多 く取 り入れて計算の習熟を図 ったところ、楽 しみながら取り組むことができ、

ある程度、反射的に結果を求められるようになった。

従 って、本単元 もたし算ひき算の意味・原理・ 方法を十分理解させた上で、すべての子ど

もが参加できる「算数遊び」、具体的な操作活動の場面を取 り扱 うことにした。

取り扱うにあたっては、子ども達なりの約束ごとやきまりを工夫 して作る楽しさ、それら

を守る大切さも体得させて、友達どうし助け合いながら共に進んでいくという連帯意識と、

どんな子にも「わかった」「できた」という喜びを味わわせて、次の活動への意欲となるよ

う進めていきたい。

また、本単元指導後も、機会を捉えて反復練習をさせ、計算技能の低下を防ぎ定着 させる

よう配慮 しなければならない。

4 学習計画

区  分 容内習学 学 習 課 題 時 間

学 習 計 画

次第

1.プ リテス トをする。

2.プ リテス トの結果や教科書を見

て、どんなことを学習 してい く

のかを知 る。

○力だめしを しよう。

○これからの学習について調べ

よう。

第 2次

た こ 算

3.た し算カードを使って計算練習

をする。

4.ゲームを通して、たし算の計算

練習をする。

○答えのカー ドを見つけよう。

○答えをまちがわないように、

たし算ゲームをしよう。

第 3次 5。 ひき算カードを使って計算練習 ○答えのカー ドを見つけよう。

ひ き 算 i をする。
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6.ゲ ームを通 して、ひき算の計算

練習をする。

○答えをまちがわないように、

ひき算ゲームをしよう。

本 時

(2/3)

第 4次

れん じゅう
7.「れんじゅう」をする。 ○練習問題をしよう。

第 5次

ま と め
8。 ポストテストをする。 ○力をためそう。

5 本時の目標

認知的 0 10い くつから1位数をひく、ひき算ができる。

態度的 A ひき算の計算を正しく、けいこしようとする。

B 声のものさしに合わせて、話そうとする。

6 展 開

学習課題 答えをまちがわないないように、ひき算ゲームをしよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

′か

確

認

1。・本時の課題を確認する。

くり下がりのあるひき算ゲ

ー ム

2.0ゲ ームの仕方を知る。

進め方、点数のつけ方、や

くそ くごとなど

3.・ ぶ、たりでゲームをする。

結果を発表 し合う。

4。・ 4人でゲームをする。

式と答えをノー トに記入す

る。

結果を発表 し合う。

5.0確 かめのゲームを先生とす

る。

よくできたわけを話 し合う。

6.次時の学習を知 り、本時の自

己評価をする。

○競争するため間違いが多 くなら

ないよう、正 しくできることを

強調する。

○組ませる相手は、できるだけ進

度が同じ程度の子とする。

○答えの正誤をシールで貼 って明

示させる。

○勝負を軽 く取り扱う。

OS、たリゲームと同じやり方だが

書 く作業を取 り入れ、定着を深

めたい。

0算法のおさらい。

○早 く、正 しくできる大切さを伝

えてお く。

度だったかJ

○声のものさ

し②で話せ

ているか。

0楽 しくゲー

ムできた力ゝ

7 確認の要点

oけ いさんの答えが、いくつあいましたか。

○声の大きさは、ちょうどよかったですか。
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国語科書写学習指導案
(1年 3組 )

指導者 吉 日 明 美

1 単元名 む す び

2 単元目標

認知的 ○ 文字にむすびのあることを理解し、「な」,「す」のむすびの筆使いが、正

しくていねいにできる。

態度的 A ひらがなのむすびに気をつけて、書こうとする。

B 友だちの話を、しっかり聞こうとする。

3 教材の取 り扱い

入学 して以来、ひらがなの書きllRを重点的に指導 し、二学期半ばになると、全員が、五十

音の読み書きが全部できるようになった。また一字―字の字形を取り上げて指導 したにもか

かわらず、それらは、断片的で、定着度は、いささか低い。そこで、ひらがな全部を覚えき

った今のこの時期に、ひらがな文字を共通要素を持つ文字群に分けて、効果的に指導 したいと

考えるものである。

一年生の手首は、まだ発達が十分とはいえず、子どもの文字を書 く動きも、複雑きわまり

ない。特に、本単元、むすびのある文字は、子どもにとって、最も抵抗のある文字の一つで

ある。そこで、できるだけ単一的な動きで、直線的で等圧な文字を、正 しく、ていねいに書

かせたい。

4 学習計画

区  分 学 容内習 学 習 課 題 時 間

第 1次

プ リテスト

1.む すびのある文字を、どのよう

に書 くかのプ リテス ト.

○これからのかだいをみつけよ

つ。

第 2次

む す び (1)

2。「な」,「 ま」のむすびの筆使い

を理解 して書 く。

○「な」や、「ま」のむすびが

ただしくかけるようにしよう。

第 3次

む す び(2)

3.「 むJ,「すJのむすびの筆使い

を理解 して書 く。

○「む」や、「す」のむすびが

ただしくかけるようにしよう。

1

本 時
1/1

第 4次

ポストテスト

4.定着度を知 るための調査 とポス

トテス ト。

○力がついたかためそう。
1

5 本時の目標

認知的 ○「む」,「 すJの むすびの筆使いを理解し、形に気を付けて、正しくていねい

に書 くことができる。

態度的 A 「む」,「 す」のむすびの書き方の約束を見つけて、ていねいに書こうとす

る。

B 話している友だちのほうを見て、よく聞こうとする。
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6展  開

7 確認の要点
○まえよりもじょうずに、むすびがかけましたか。

Oと もだちのほうをみて、おはなしがきけましたか。

-9…

学習課題 「む」や「す」のむすびが、ただしくかけるようにしよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

じヽ

確

認

1.学 習課題を確かめ、学習のめ

あてを知る。

2.お 手本と比べて、どの「む」

「す」のむすびが一番よいか

見つける。

ア)ひ とり学習。

イ)グループで話 し合う。

ウ)全体で話 し合う。

「む」,「 す」のむすびの部分

を練習する。

「むJ「す」を書 く。

5。第 1次で書いた文字 と、 4で

書いた文字を比較する。

6。本時のまとめと次時の予告を

する。

0本時の課題、めあてを知 らせる。

ア )

イ )

○フェル トペ ンで、 5

の用紙に書かせる。

Oむすびの所がよ くな

自己評価させる。

鍬×5働大

っているか

黒板に貼 り出した文字とお手

本を比較させ、自分なりの考

えを持たせる。

自分が選んだむすびが、どう

して一番正 しいのか、理由を

話し合わせる。

いろいろな理由を出し合わせ

て、共通理解させる。

○一番正 しいむすびを、練習させ

る。

ウ)

○課題、めあ

てがわかっ

たか。

○自分の考え

が持てたか

O声のものさ

じ2が守れ

ているか。

○友だちの方

を見て、よ

く開けたか

○むすびの部

分だけ練習

できたか。

〇よいむすび

ができてい

るか。



算数科学習指導案
(1年 4組 )

指導者 小 川 征 子

1 単元名 た し算 とひき算 (2)

2 単元目標

認知的 (1)1位数と 1位数をたして、和が 11以上になる場合のたし算の原理、方法を

理解できる。

(2)10い くつから1位数をひいて、差が 1位数になる場合のひき算の原理、方

法を理解できる。

態度的 A 10の まとまりに着目して、たしたりひいたりしようとする。

B 話 している友だちの方を見て、よく聞こうとする。

3 教材の取 り扱もヽ

まだまだ具体物を手放せない児童もいるが、算数といえば、計算することと思い、計算が

できることが算数がよくできることと思っている児童が多い学級の実態である。たし算やひ

き算の答えがすらすら言えることは、確かに楽 しそうで、計算カードを用いた練習でも、素

早く答えを言ってみせて得意になっている児童も多い。反面、これまでの授業では式の意味

や計算の方法についての関心や追求心は弱 く、それらの学習では活躍する児童が限られがち

であった。言葉での表現が未熟なためであろうか。粘り強く思考する態度が育っていないた

めであろうか。

本単元での取り扱いでも、とかく答えが言えればいい…という式の児童の性急な考えに流

されず、計算にもいろいろな方法があることを理解させ、その中からより良い方法を自分た

ちで見つけ出させることを大切にしていきたいと思う。そのためにも、できるだけ児童が自

分の考えを出し合えるよう、具体的な場面に置きかえて、計算の方法を見つけ出させたい。

蝶 学習計画

区  分 学 容内習 学 習 課 題 時 間

第 1次

プ リテス ト

1.プ リテス トをする。

2.テ スト結果や教科書を見て、ど

んなことを学習していくのかを

知る。

○力だめしをしよう。

Oこ れからの学習について しら

べよう。

第 2次

た し 算

3.加法の場の理解を深め、8+6の

ような計算のしかたを理解する。

4,8+6の ような計算のしかたを

定着する。

08+6の 計算のしかたを見つ

けよう。

○たし算の練習をしよう。

第 3次

ひ き 算

5。減法の場の理解を深め、13-8の

ような計算のしかたを理解する。

013-8の計算のしかたを見つ

けよう。

3

本 時

(1/3)
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6.13-8の ような計算のしかたを

定着する。

7.ひき算をするとき、減数を分解

する方法と、被減数を分解する

方法を比べ、その良さを捉える。

013-41ま

(|:III:)量
Fll::::ll=。

〇ひき算の練習をしよう。

第 4次

習練

8.た し算 0ひ き算の練習をする。 ○たし算・ ひき算の練習を して

力をつけよう。

第 5次

ポストテスト

9.ポ ストテスト及びまとめをする。 O力 をためそう。

Oまちがいを直そう。

5 本時の目標

認知的 0 10い くつから1位数をひくひき算がわかる。

態度的 A 数のまとまりに目をつけて、計算のしかたを見つけようとする。

B 話している友だちの方を見て、よく聞こうとする。

6展  開

7 確認の要点

015-8の計算のしかたを言いましょう。

○友だちの方を見て、よく聞けましたか。

-11-

学習課題 13-8の 計算のしかたを見つけよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

　
　
備

中

Ｌヽ

確
　
認

本時の学習課題を確認する。

・ 10よ り多い数からひくこと。

・具体物を用いて考えること。

・数のまとまりに着目すること。

2,13-8の 計算のしかたを考える。

。ひとり学習

0グループで話 し合う。

e全体で種々の考えを出し合う。

⑦ 13-3-5
10-8+3
数えびき  など

3.集 まった考えの整理をする。

4。 15-8の計算のしかたを、お

はじきを用いて言う。

5。次時の予告

6。 「よく聞けたかJをぶ、りかえる。

013-8を 具体的な場に置きかえ

て考えるよう指示する。

○答えを出すことより、計算のし

かたを考えるのであることを強

調する。

O友だちの方を見てよく聞き、自

分のしかたと友だちのしかたの

相違に気づかせる。

○いろいろなしかたに気づかせる。

○具体物の操作と言葉が合ってい

るか確かめる。
O練習をすることを知 らせる。

○課題を理解

し具体的な

場で考えよ

うとしてい

るか。

0お はじきを

動かしなが

ら話せたか。

○友だちの方

を見てよく

聞けたか。

○数のまとまり

に着目して計

算した力、



国語科学習指導案
(2年 1組 )

指導者 竹 田 裕 子

1 単元名 ことばのべん強

2 単元目標

認知的 (1)言葉集めなどをして、類縁語・類義語・対義語を見つけ、言葉の類縁関係

をとらえることができる。

(2)言葉の意味や使い方を考えて、正しい表現ができる。

態度的 A すすんで言葉集めや文作りなどをしようとする。

B なかよく話し合いをすすめ、自分の考えを言おうとする。

S 教わ0取り扱もヽ

子どちたちは、これまでに主語と述語、修飾語と被修飾語の関係、助詞の使い方などの文

法を学習し、文作りに生かしてきた。本単元では、それらをうけて、形容詞を手掛りとして

言葉と言葉の結びつきや言葉の意味、言葉の使い方などを学習し、言語感覚を養うことを目

時としている。

教材は、 野明らい』という言葉が、どのような言葉と結びつ くか、結びつかないかを考え

させはように意図されている。しかし、教材文の読解や知的理解におわらず、言葉集めやな

か疲分け、文作 りなどの作業をすることによって、言葉の意味の一般的法則を子ど色典身で

見つけl握すような学習を展開させたい。

指導をこおいては、子ども錢身の経験を大切にし、言葉と結びついた経験を発表させるなど

れて、児童主体の楽 しい活動の中で言葉を広めたり深めたりしたい。

轟 攀蟄蠍爾

区  分 学 容内習 学 習 課 題 時 間

第 1次

学 習 計 画

1.プ リテス トから学習内容を知 り

学習計画を立てる。

○プ リテス トをして学習計画を

立てよう。

明 る い と

い う言 葉

纂 次

2。 F明 るい」の類縁語を見つける。

「覇るいJの類縁語を意味の上

かな分類する。

4.対義語「暗い」の類縁語 。類義

語を見つける。

○「明るい l  目によく合う

言葉をた くさん見つけよう。

〇集めた言葉を目で見える、見

えないなどのわけで、なかま

にしよう。

0「暗い1   可」によく合う

言葉を見つけて、同 じへやに

入れよう。

次
勧
議

３

す

す

第
劫
姉

5。 いろいろな形容詞について、類

縁語・類義語・対義語を見つけ

る。

○同じへやに「高い」や「低し」

につづ く言葉をた くさん入れ

よう。

3

本 時

は/3)

-12-



「長い」や「深い」につづ

く言葉をた くさん集めてか

んたんな図に書こう。

ようすをあらわす言葉をた

くさん集めて、言葉作りを

しよう。

次

り

４

作

第

文

6。 ようすをあらわす言葉を使って

表現活動をする。

○今まで集めた言葉を使 って

文やしを作ろう。

第 5次
力 だ め じ

7.ポ ストテストをする。 0カをためそう。

5 本時の目標

認知的 O 「高いJや「低い」の意味や使い方がわかる。

態度的 A 「高い」や「低い」につづ く言葉をたくさん見つけようとする。

B ノートを見せたりしながら、みんなにわかりやす く話そうとする。

6展  開

7 確認の要点
0へやの中に、前よりもたくさん言葉を入れられましたか。
○ノートをみんなに見せて、お話しできましたか。

-13-

「低いJにつづく言葉をた くさん入れよう。

1  指 導 上 の 留

~意

点
~ 1 

評  価

準

　

備

中

′心

確

　

認

1.本 時の学習課題を確認 し、め

あてをはっきりさせる。

「高い」の類縁語や類義語を

見つける。

・ひとり学習でたくさん見つ

ける。

0グループで、わけた理由を

つけて言葉を出し合う。

・全体で、多 くの言葉を集め、

意味の広がりについて話し

合う。

3.「低い」の類縁語や類義語な

2で見つけた言葉に対応させ

て考える。

4。次時の予告

よく似た意味の言葉同志をまと

めながら言葉を集めていくこと

が、課題であることをはっきり

させる。

○前次「明るい」の学習の時より

数多 く見つけられるように指示

し、意欲をもたせる。

Oノ ー トをみんなに見せて話させ

る。
0友だちの集めた言葉を知 り、言

葉の多様性に気づかせる。
○類縁語や類義語から、言葉の意

味や使い方を理解させる。
O類義語が少ない場合は、補 う。

0グループで順番に言わせる。
○対応 しない言葉があるので、気

をつけさせる。
0「長い」「深い」の言葉集めヘ

意欲づける。

すすんで課

題 l」 Cと りく

もうとした

か。

自分一人で

前よりも多

く見つけら

れたか。

ノー トをみ

んなの前に

出 して言え

たか。

言葉のいく

つもの使い

方がわか っ

たか。

「高い」で

集めた言葉

に対応させ

て言えたか。



算 数科学習指導案

(2年 2組 ,3組 )

1 単元名 大 き な  か ず

2 単元 闘標

認・
IEl的 (1)4位数について、十進位取 り記数法、命数法による数の表 し方を理解する。

(2)4位数について、数の大小、順序などの理解を深める。

(3)3位数までの加法で、 くり上がりが続 く計算の原理、手順、方法を理解す

る。

(4)3位数までの減法で、 くり下が りが続 く計算の原理、手順、方法を理解す

る。

態度的 A 既習の くり上がり、 くり下がり 1回 の計算をもとにして位に目をつけ 2回、

3回 の筆算のしかたを見つけようとする。

B 仲よく話 し合いをすすめ、自分の考えを言おうとする。

3 教材の取 り扱い

1000を こえる数の指導は、具体物を 1つずつ数える操作活動では困難である。

したがって 10ずつ、 100ずつ、 1000ずつまとめて、それぞれの大きさごとにまとめて数え

たりする活動を通 じ数の大きさを提えるようにする。

たしさ
｀
んでは、 くり上がりが 2回、 3回連続するために子どもに抵抗がある。

(計算)    (く り上がり記憶)―    (計算)―    (く り上がり記憶 )

t計算)の繁雑な手llEを 行 うからである。

そこで F単元 2 たしざん』のところで学習 した計算方法から類推 して計算の手順を発見さ

せるようにしたい。

ひき算では、 くり下がりの操作が 2回連続するために、 くり下がる数を重複 して記憶 して

いかなければならなかため誤りが多 くなる。いずれも既習の計算方法をもとに して計算の し

かたを考えさせたい。

導 学習計画

区  分 容FA3習学 学 習 課 題 時 間

第 1次

学 習 計 画

1.プ リテストから学習内容を知 り

学習計画を立てる。

○プリテス トを して学習計画を

立てよう。

第 2次

1000よ り

大きいかず

2.4位数の命数法、記数法、構成

について理解する。

3.4位数の大小を判断する。

〇いんさつで使う紙は、みんな

で何枚か数えることができる

ようにしよう。

03500と 53001ま どちらが大き

いか くらべよう。
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4.45□ 8〉 4569な どの国にはい

る数を求める。

○どちらが大きいか考えて口に

数字や く ,〉 をいれる問題を

解こう。

第 次

たしざんと

ひ き ざ ん

5.く り上がりが続 く3位数の加法

の筆算形式を理解する。

6.く り上がりが 3回続 く加法の筆

算形式を理解する。

7.く り下がりが続 く3位数の減法

の筆算形式を理解する。

8.被減数に空位があり、 くり下が

りが続 く減法の筆算形式を理解

する。

0326+298を筆算で計算する

しかたを見つけよう。

0587+465を 筆算で計算する

しかたを見つけよう。

0642-375を 筆算で計算する

しかたを見つけよう。

0600-347を 筆算で計算する

しかたを見つけよう。

5

2の 3

本 時

(2/5)

2の 2

本 時

(3/5)

第 4次

ま と め の

れん じゅう

9.く り上がりが続 く3位数の加法

を筆算で解 く練習をする。

10。 くり下がりが続 く3位数の加法

を筆算で解 く練習をする。

○くり上がりのある筆算のれん

じゅうをしよう。

0く り下がりのある筆算のれん

じゅうをしよう。

第 5次

評 価

力 だ め じ

11。ポストテストをする。 ○ちからだめしをしよう。

-15-



(2年 2組 )

指導者 里 田 俊 子

5 本時の目標

認知的 0 3位 数-3位数で、 くり下がりが続く計算のし方がわかり筆算で計算できる。

態度的 A 計算用数図を操作 しながら具体的にくり下がりをたしかめていこうとする。

B 友だちの前に数図を出してわかりやす く説明しようとする。

6展  開

学習課題 642-375を お金をつかって、ひっさんで計算するし方を見つけよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

しヽ

確

認

1.学習課題を確認する。

2.642-375の筆算のし方を考

える。

0く り下がりに気をつけてひ

とり勉強をする。

0計算用数図をグループで操

作 して正 しい答を見つけ出

す。

〇集まった考えについて全体

で,言舌じだ蚤う。

642-375の筆算のし方を

たしかめる。

3.853-298を 全体で解 く。

4.確認の問題をする。

5,次時の課題を知る。

〇数玉を使 って解き方を考えるこ

,と が本時のねらいであることを

おさえる。

0351-128(既 習)と 、どこが、

ちがうか考えながら計算のし方

を考える手がかりとさせる。

O自 分の考えと友だちの考えを比

べさせて正 しい計算の手順方法

を考えさせる。

Oく り下がりが続 く場で針もくり下

がり 1回の場合と同 じ操作であ

ることに気づかせる。

○計算用数図を操作 しながら数字

でおさえてい く。

くり下がりの計算をたしかにさ

せる。

○計算のし方をグループや全体で

たしかめさせる。

○課題に意欲

を示 した力、

○くり下がり

に気をつけ

ているか。

Oみんなが考

えを出しあ

えたか。

02回 くり下

がる意味が

わかった力ヽ

02回 くり下が

りの処理が理

解できた力ゝ

02回 くり下

がりの計算

のし方が深

まったか。

O確実に理解

できたか。

7 確認の要点

○くり下がりのある筆算のし方が、わかりましたか。 (437-259)
○自分の考えが、はっきり言えましたか。
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(2年 3組 )

指導者 沢 村 恵美子

5 本時の目標

認知的 0 3位 数+3位数で、一の位、十の位、百の位でくり上がりが 3回続 く筆算

ができる。

態度的 A 計算用数図を操作しながら、具体的にくり上がりを確かめていこうとする。

B 友だちの前に数図を出してわかりやすく説明しようとする。

6展  開

学習課題 587+465を筆算で計算する仕方を見つけよう。

区分 学 習 活 動 L  指導上の留普魚
~ 1

評  価

準

備

中

ヽ
Ｌ

確

認

1.学習課題を確かめ、目あてを

はっきりする。

2.587+465の筆算の仕方を考

える。

O各 自が計算をする。

(ひ とり勉強 )

○ひとり勉強の結果を発表す

る。

○計算用数図をグループで操

作して正答を見つけ出す。

0'計算の仕方を全体で話 し合

つ。

326+697を全体でとく。

4.確認の問題をとく。

5。次時の課題を知る。

くり上がりの筆算の仕方を見つ

けることが、本時のねらいであ

ることをおさえる。

○前時に学習 したことをもとに、く

り上がりをどう処理するか考え

させる。

○い くつもの答が出たことか ら、

筆算の仕方に問題があることに

気づかせる。

Oみんなの考えをよく聞いて数図

を操作させる。

計算用数図を操作 しながら、特

に百の位が 0に なることをてい

ねいに扱う。

くり上がりの計算を確かにさせ

る。

○計算の仕方をグループや全体で

確かめさせる。

○ひきざんへ意欲づける。

○課題に意欲

を示 したか。

○くり上がり

がつかえて

いるか。

04人のみん

なが考えを出

しあえた力ゝ

03回 くり上

がる意味が

わかった力、

03回 くり上

がる計算の

仕方が深ま

ったか。

O確実に理解

できたか。

7 確認の要点

○くり上がりのある筆算の仕方がわかりましたか。 (778+354)
○自分の考えをグループのみんなにいえましたか。
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社会科学習指導案
(2年 4組 )

指導者 米 田 真由美

1 単元名 工ばではた らく人びと

2 単元目標

認知的 ○ 工場では、機械を使って原料を加工し、製品をつ くることがわかり、そこ

で働 く人たちの様子から、苦労や願いをとらえることができる。

態度的 A カリントをつ くる様子を見て、 くわしく調べようとする。

B 友だちの考えを聞きながら、自分の考えを言おうとする。

3 教材の取 り扱い

「家の近 くにある工ばには、ぬの工ば、プラスチックエば、きゅうしょくセンター、ディ

ナーサービス…があります」第一次で、地域の工場を発表している時のことである。

一年生でも働 く人の学習はしてきたが、二年生では、自分たちの生活をささえている働 く

人たちの具体的な姿をもとに、人間の働きについて学習しようとする。田や畑で働 く人々に

続いて、場所を変えた工場で働 く人々の姿の学習であるが、子どもたちの中に、「工場」の

もつイメージが如何なるものか、先の、給食センター、ディナーサービスが出てきたことで

ある程度つかめた気がする。これらは工場ではない、という話し合いを、これからの学習に

どのように生かせるか。「工場とは」と問うことも本単元の大きな課題の一つになり得る。

r子 どもたちの、このような実態から出発 し、また、より身近な興味を抱いて学習できる、

校区の工場見学を通して、製品の生産過程、工場で働 く人たちの工夫を明らかにし、更に田

や畑で働 く人たちとの比較によって、本単元の学習を一層確かなものにしたいと考える。

4 学習計画

区  分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1次

計   画

1.プ リテス トをする。

2。 「工ばではたらく人びと」につ

いての学習計画を立てる。

○プリテス トをしよう。

0工場のしくみや働 く人々の様

子を調べる計画を立てよう。

工場の見学

次第

3.カ リントエ場を見学する計画を

立てる。

4.カ リント作 りの仕事と機械、働

く人の様子、働 く時間と休み、

病気やけが、売る工夫、輸送方

法 について見学する。

○カリントエ場を見学する計画

を立てよう。

○決めためあてで工場を見学 じ

よう。

第 3次

工場見学の

ま と め

5。製品のでき方、機械の働き、働

いている人の仕事の様子につい

て、まとめる。

⑦学習課題作り。

○カリント作りには、どんな仕

事があったか、どんな機械が

あったか、絵にかこう。

O絵から、課題作りをしよう。

… 18-



④機械の仕事について。

⑫人の仕事について。

○事務室について。

④工夫していること。

○カ リントは、どんな順番で作

られるのか、機械の仕事を見

つけよう。

0た くさんのよいカ リントを作

るための、人の仕事を見つけ

よう。

0事務室の仕事を見つけよう志

○働きやす くするために、どん

な く応、うをしているだろう。

本 時

(グ7)

5 本時の目標

認知的 ○

態度的 A
B

6展  開

カ リントエ場の見学結果をもとに、工場では、人の働きと機械とがうまく

つながり合 って、た くさんの良い製品を作り出していることがわかる。

工場で働 く人の様子に目をつけて考えようとする。

友だちの考えをよく聞いて、自分の考えをぶ、くらませようとする。

7 確認の要点

oた くさんのよいカリントを作るための、どんな仕事が見つけられたか。

○自分の考えが、はっきり言えたか。
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6.カ リントエ場の仕事の特徴をま |○ カリントエ場の仕事と田や畑

とめる。           | の仕事をくらべよう。

7.「 工場ではたらく人びと」の学 |○ ポス トテス トをして、学習の

習を確かにする。       | まとめを しよう。

学習課題 た くさんのよいカリントを作 るための、人の仕事を見つけよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

Jい

確

認

1.学 習課題を確認する。

2.ひ とり勉強をする。

3.どんな仕事を見つけたか、グ

ループで話 し合う。

4.仕事の順序がよくわかるよう

に、全体で話し合う。

5。本時のまとめと次時の予告。

0確認バズをする。

○見学メモと、絵の見直しをさせる。

O絵を見て、人の仕事をいくつ見

つけたか、確認させる。

O同 じ内容のものはまとめて、グ

ループとしての意見をもたせる。

全体の中で共通 した意見から出

し合わせる。

どんな仕事を見つけたか、確認

させ、「わたしは工場で働 く人で現

の続きを考えて、ノー トに書 く。

○た くさん見

つけたか。

O話 し合いに

進んで参加

したか。

○グループ発

表がよく聞

けたか。

O自 分の考え

に付け足 し

ができたか。



体育科学習指導案
(3年 1組 )

ま鱒 者 福 島 寿 夫

1 単元名 長 くつづ けて走 る

2 単元 目標

認知的 (1)自 分の能力にあ った、ペースのとり方ができる。

(2)身体のむだな力を抜いた、軽快な走 り方ができる。

態度的 A 無理のないペースで走ろうとする。

B 友だちの良い点、悪い点を教えてなおしあおうとする。

3 教材の取 り扱い

本単元は、他の単元に比べ、単調で、しかも苦 しいということなどから、意欲をもたすの

が困難である。特に、最近増えている肥満の子どもにとっては、「苦 しくて、つらい、面白

くないJと 敬遠されがちである。その反面、このごろはジョッキングブームと言われ 、老若

男女をとわず多 くの人が長距離走を愛好 している。ここでは能力に関係ない、男女混合のグ

ループの協力により、個人に合 ったペースやフォームをみつけさせたい。

さらに、長い距離を走 ることにより、呼吸循環機能を発達させ、全身持久力を高め、自分

の能力にあったペースで走れる能力を養 うことをねらいとしている。 しか し、競走的な取 り

扱いはしないで、個人に適 した持久的な走力を高められる。無理の
｀
都 →ペースのとり方がで

きるようにしたい。 また、短距離を走る場合とのフォIムのちがいに気づかせ、長 く走 りつ

づけるためにはどのようなフォームが、一番効果的で楽か考え、身につけさせたい。

4 学習計画

区  分 覚
・

容内習 学 習 課 題 時 間

次

す

１
　
め

第

た

1.自 分のペースで 600Mを走 る。

tプ リテス ト)

○力だめしをしよう。

第 2次

習練

2.走 り方の方法を考える。

3.個 人が無理のないペースで走 る。

グループの中で協力して、自分

にあったペースやフォームをみ

つける。

〇走る時のフォームとペースを

考えよう。

oフ ォームとペースを考え、 2

分爾無理のない速さで走ろう。

○走り方を見せ合い、自分に合

ったペースやフォームをみつ

けよう。

3

本 時

(3/3)

たしかめる

次第
5.グループでコースを決め、自分

に合ったペースで走る。

6。 自分のペースで 600Mを走る。

○グループで決めたコァスを、

自分のペースで走ろう。

0自 分に合 った一定ペースで、

600Mを 走ろう。
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5 本時の目標

認知的 ○ 走るフォームを考え、自分に合ったペースで走ることができる。

態度的 A 自然なフォームで、自分に合ったペースをみつけようとする。

B 友だちのフォームやペースの取り方の、良い点、悪い点を教えてやろうとする。

6 展 開

学習課題 1走 り方を見せ合い、自分に合 ったペースやフォームをみつけよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

メ
ll::ヽ

確

認

1.準 備運動をする。

・体操

・体力づ くり

2.本 時の課題を確認する。

3.課題に対するめあてを決め発

表する。

(1藤スIバ

ズ

4.グ ループごとに走るのを見せ

合う。  グループバズ

・ トラック 2周 を走る。

0自 由に 2分間走る。

5。学習のまとめをする。

6.整理運動をする。

7.次時の予告をする。

○足の関節を充分運動させる。

O基礎体力をつけるため、補強運

動をさせる。

○本時の学習は、走るフォームと

自分に合 ったペースをみつける

ことを意識させる。

〇走り方の方法や注意することに

ついて話 し合わせ、個人やグル

ープにめあてをむたせる。

Oグル‐プを 2つ に分け、走 り方

を見せ合いさせる。

0友だちか ら言われた点を意識さ

せて走 らせる。

○課題やめあてが達成できたか発

表させる。

○ゆっくり、大き くさせ る。

○次時の課題の確認をする。

○正 しい動作

で体操がで

きているか。

O本時の課題

がつかめた

か 。

O言舌し合い|こ

進んで参加

しているれ

○友だちの走

り方をよく

見ているか。

○自分のペー

スをつかも

うとしてい

るか。

Oめ あてが達

成できた力、

7 確認の要点

○自然なフォームで、自分に合ったペースで走れたか。

0自 分に合ったペース、自然なフォームをみつけようとしたか。

○友だちの走り方の良い点、悪い点を教えてやろうとしたか。
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音楽科学習指導案
(3年 2組 )

指導者 木 下 千 鶴

1 単元名 ぶ、しのちがい 教材 (風のヮルツ・「メヌエット」卜長調・あわてんぼうの歌)

2 単元目標

認知的 ○ フレTズ感を生かし、旋律のまとまりをとらえて表現することができる。

態度的 A 旋律のまとまりを意識しながら歌おうとする。

B わかりやすく話す工夫をしようとする。

3 教材の取 り扱い

本単元は、遮ゝしのちがいを旋律のまとまりとしてとらえ、表現することがねらいとなって

いる。子ども達の実態をみてみると、遮、しのちがいを小節単位でとらえることはほぼできて

いるようである。したがって、本単元ではそれをフレーズ単位としてとらえ、さらに表現で

きるようにさせたい。殊に中心単元の「あわてんぼうの歌」について、子ども達は、 くおも

しろい 0ゆかい 。おっちょこちょい 0ぼ くとにている〉などの感想を持ち、たいへん親しみ

を持ったようである。そこで、この教材では、メ、しのちがいを見つけることによってフレー

ズのまとまりに気付かせ、ユーモラスな歌詞に合った歌い方ができるようにさせたい。

蝶 学習計画

区  分 容内習学 学 習 課 題 時 FED

第 1次
1.プ リテストを して、今後の学習

の見通 しを立てる。

○プリテス トをして、学習計画

を立てよう。

第 2次

風のワルツ

「 メ ヌ エ

ッ ト」 ト

長 調

2.三拍子の リズムにのって楽 しく

歌 う。

3.曲 趣の違いやフレーズのまとま

りを感 じ取る。

4.旋律の反復 。再現に気付かせ、

曲のまとまりを感 じ取る。

5,即 興的に旋律を演奏することに

慣れる。

○風のワルッの レコードに合わ

せて、体を動かしながら歌おう。

O風のワルツと「メヌエット」

卜長調を聞きくらべて、ちが

いを見つけよう。

〇おもな応ゝ しが何回出て くるか、

数えながら聞いてみよう。

O笛を使 って、続きの遮ゝしを作

ろう。

第 3次

あ わ て ん

ぼ う の 歌

6.似 ている遮ゝしに気付き、表情豊

かに歌 う。

7.い ろいろな楽器の奏法に慣れるι

8。 曲の感 じをつかんで、楽 しく演

奏する。

○似ている遮ゝ しを見つけよう。

O楽器男1に 別れて、練習 しよう。

0「あわてんぼうの歌」の合奏

を しよう。

3

本 時

(1/3)

第 4次 9。 ポストテストをする。 ○力をためそう。
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―

 
‐

本時の 目標

認知的 ○ 似ているバ、しに気付き、前半と後半のバ、しの感 じを生か しながら、あわて

んぼうの歌が楽 しく歌える。

態度的 A レコードを聞いたり、自分で歌 ったり、遮ゝしを絵で表 したり (ノ
い

へじ)

して、似ている遮ゝ、しに気付こうとする。

B 前の人につなげて話そうとする。

6 展  開

7 確認の要点

○似ているバ、しはどこですか。

○いろんなやり方で似ている遮ゝしを見つけましたか。

O前の人につなげて話しましたか。
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似ているS、 しを見つけよう。 (あ わてんぼうの歌 )

学  習 内 容   1  指 導 上 の 留 意 点

1。本時の学習課題を確かめる。

2.学習課題を解決するための手

立てについて話 し合う。

3.レ コー ドを聴 く。

4.主旋律を階名で歌う。

5.主旋律を歌詞で歌う。

6.似ている遮ゝ しについて話 し合

つの

グループバズ

全体バズ

7.A・ Bそ れぞれの部分に適 し

た歌い方について話 し合う。

8.A・ Bの S、 しの感 じを生か し

て楽 しく歌 う。

9。学習のまとめと次時の予告を

する。

○本時の認知的、態度的な目当て

をとらえさせる。

O階名唱、歌詞唱、レコー ドを聴

く、送ゝしを絵で表すなど、いろ

んな手段で課題を解決するよう

な手立てを考えさせる。

OS、 しについて気のついたことは、

メモを取らせ、話 し合いの材料

にさせる。

O歌 う側、聴 く側の二手に別れさ

せる。

○似ているS、 しを小節単位でとら

えているものについては、OHP
を利用し、フレーズ単位でとら

えさせる。

OA…各小節の頭に軽いアクセン

トをつけて歌わせる。

OB… bは、 2小節ごとに強弱の

対比をつけて、 bは 2小節目以

後を>して曲を閉 じる感 じを表

現させる。

O学習の要点をまとめさせる。

○認知的、態

度的な目当

てをとらえ

ているか。

Oい ろんな手

段で、課題

に取り組も

うとしてい

るか。

0気のついた

ことがメモで

きているた

O似ている応、

しをフレーズ

単位でとら

えている九

〇前の人につ

なげて話 し

ているか。

OA・ Bの パゝ

しの感 じを

生か して、

明るく楽 し

い感 じで歌

ってしヽる力ゝ

○学習の要点

がまとめら

れたか。

学習課題

区分 評  価

準

備

中

Jが

確

認



算数科学習指導案     /
/

(3年 3組 ,4組 )

1 単元名  円 と 球

2 単元 目標

認知的 (1)円 についての性質を捉え、円の中心・半径・ 直径の意味と、それらの関係

を理解する。

(2)コ ンパスのいろいろな使い方を知る。

(3)円 に関連 して、球についての特徴や用語などを理解する。

態度的 A 円の基本的な性質を理解 した上で、いろいろな円形状の ものを、興味をも

って処理 しようとする。

B 自分の考えや操作を、わかりやす く説明しようとする。

3 教材の取 り扱い

児童は前学年までに、正方形や長方形、直角三角形など、直線で構成される図形を学習じ

てきている。曲線で構成される図形の学習をほとんどしてきていない児童は、円すなわち「ま

る」という捉え方を しているものが大半である。プ リテス トを見ても、そのことは明らかで、

かかれた「まる」が円であるという、直観的な予想はできても、円の基本的な性質や用語に

はもちろん無知である。Fllえ ば、何本かの直線から半径が選べた児童は 24%、 直径の用語が

使えたのは 16%と いうのが実態である。

この単元では、曲線で構成される基本図形としての円を学習する。円をか く活動を通 して、

円に関する用語や性質を提えさせ、また円の正確なかき方 も指導 したい。

児童は、毎日の生活体験から、 コンパスというものが、円をか く道具という程度 しかわか

っていない。 したがって、単に円をか くためだけでないコンパスの有用性 も、 しっかりと認

識させていきたい。

球については、まずその概念をつかむことができな くて、例えば球と円との相違を見つけ

られない児童が大半である。したがって、ここでは、球のみを取りあげるのではな くて、円

との関連の上からその特徴を知 らせ、球についての一般的な性質や用語を提えさせ、それら

が用い られるようにする。

4 学奮計画

区  分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1次

プリテス ト

と学習計画

1.プ リテス トをする。

2.課題意識をもって学習を見通 し

学習計画を作 る。

○プリテス トをしよう。

○プリテス トから、わからない

点、知 りたい点を出 し合い、

学習課題を作ろう。
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第 2次

円

3.1点から等距離にはなれている

点をさが し、それをつなぐ操作

を通 して、円の概念を提える。

4.円 の中心・半径・直径の意味と

それらの関係がわかる。

5。 コンパスの利点と構造を知 り、

コンパスを使 った円のかき方に

慣れる。

6。 コンパスのいろいろな使い方を

知 り、その使い方を試 してみる。

7.円 の中心の見つけ方を知 り、そ

れを使って、かかれた「まるい

形Jが、円かどうかを確かめる。

○教科書の P26の図で、アの点

から、同 じ長さだけはなれて

いる点をさがそう。

○アの点から同 じ長さだけはな

れ ているい くつもの点を、な

めらかな点でつなぐ方法を考

えよう。

○コンパスを使 って、いくつも

の円をかき、もようを作ろう。

0コ ンパスは、円をか く他に、ど

んな使ひ方があるかしらべよう。

0円 の中心を見つける方法を、

いろいろ考えよう。

5

3の 3

本 時

(5/5)

第 3次

球

8。 円に関連 して球を知 り、その一

般的な性質と用語がわかる。

○ボールの形と円と くらべて、

にているところと、ちがって

いるところをさがそう。

第 4次

ま と め の

習練

9。 円の性質を利用 し、また正方形

(立方体)と 円 (球)の関係を

明らかにして、問題を解決する。

10.コ ンパスの性質を生か し、複雑

なもようを作図する。

○教科書の P32～ P33の 、ま

とめの練習の問題を しよう。

0円 を使って考える練習問題

を しよう。

・球を使って考える練習問題

をしよう。

0コ ンパスを使って、いろい

ろなもようをつ くろう。

3

3の 4

本 時

(1/3)

第 5次

ま と め

11.ポ ストテストをして、学習のま

とめをする。

○ポス トテス トを して、学習の

まとめをしよう。
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(3年 3組 )

指導者 伏 木 清 史

5 本時の目標

認知的 ○ 円の中心を見つける方法がわかり、それを使って、「まるい形」が円かど

うか確かめることができる。

態度的 A 円の中心を見つける方法を、いろいろ工夫しようとする。

B 自分の考えた見つけ方を、はっきりとていねいに説明しようとする。

6 展  開

学習課題 円の中心を見つける方法を、いろいろ考えよう。

lX分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 /1yi評

準

　

　

備

顧争

しヽ

確

　

認

1.学 習課題を確認する。

2.方法をいろいろ考え、実際に

試行する。

tひ とり勉強 )

3.施 した操作を示しながら、中

心の見つけ方を発表する。

tグループ → 全体)

「まるい形」が、円かどうか

を確かめる。

5。学習のまとめと、次時の予告。

○本時の認知 的、態度的なめあて

を提えさせ、課題追求の手だて

を話 し合わせる。

oひ とつの方法にこだわらず、い

ろいろな方法を工夫させる。

○グループで方法を集めさせ、そ

の是非を話 し合わせるが、遮、さ

わ しくないと思われるものは、

理由と共に発表させる。

O全体で方法を話し合わせ、直径、

半径に目をつけた、円を 4つに

折る方法が一番よいことを知 ら

せる。

〇円の定義から、見つけた中心が

正 しいことを確かめさせる。

o中心のわかっている「まる」(実

は円)を提示 し、これが円かど

うか、半J別 する方法を話 し合わ

せ、その判別法を捉えさせる。

O学習の要点を提えさせる。

○めあてが持

て、手だて

がれ)か って

いるか。

○いろいろな

方法を見つ

けようとし

ているか。

○操作の手1蹟

を、正確に、

ていねいに

説明してい

るか。

○直径のこと

等、円の定

義に目をつ

けて話 し合

っているか。
0学習活動 3

での理解を

いか して半1

別 しようと

している力ゝ

7 確認の要点

0自 分の、中心の見つけ方が、はっきりとていねいに話せましたか。

○円の中心の見つけ方がわかりましたか。

○次の「 まる」のうち、円はどれで しよう。

また、そのわけも言いましょう。
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(3年 4組 )

指導者 福 島 千代子

5 本時の目標

認知的 ○ 円の半径や直径に目をつけて問題をとくことができる。

態度的 A 円の半径や直径に目をつけて解こうとする。

B ノートをみんなの前に出して指でおさえながら話そうとする。

6 展  開

学習課題 円をつかって考えるれんじゅう問題をしよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

メか

確

認

1。学習課題を確認する。

〇(ア)か ら(イ )ま での長さを求め

る。 (ひとり学習)

(→C∞∞∞D(イ )左の円はど

れも直径4動です。直線(矧イ)

の長さをもとめよう。

○各自の解き方を出し合う。

(グ ループバズ)

○全体で考え合う。

(全体バズ)

3.正方形の一辺 の長さを求める。

小さい円の半径は、

2働です。正方形の一

辺の長さを求めよう。

○問題の解き方を話 し合う。

(全体バズ)

○自分で解きグループで確か

め合う。 (グループバズ)

4.学習の反省と次の学習課題を

確かにする。

○円をつかって考える問題で、直

径や半径がかかわっている事に

気ずかせる。
Oい ろいろな考え方で解かせる。

Oい ろいろな解き方を理由づけて

出させる。

l  ii ::|:

より正確に簡単にできる方法を

見つけ出させる。

0(直径)の 5倍で求められるこ

とをわからせる。
O問題の意味をはっきりつかませ

小さい円の直径から大きい円の

直径を求めたらよいことに目を

つけさせる。
O正方形はたてと横の辺の長さが

同じことに目をむけさせる。

○学習のまとめと反省をさせる。

○本時の学習

することを

知ったか。
O自 分の考え

が持てた力ヽ

○ノートにま旨を

さしてわか

りやす く説

明できため、
○半径や直径

に目をつけ

て解いてい

るか。
○話 し合いに

進んで参加

しているか。

∝直径)×5で求

められた力ゝ

OF・5題の意味

がはっきり

わかった力、
〇小さい円の

直径の 2倍

が大きい円

の直径であ

ることがわ

か ったか。
O自 己評価は

できたか。
○次時の課題

がわかったか。

7 確認の要点

OCOOOO 直径 2物の円が左のようにならんで入っています。この箱のたてと横の長

さはどれだけでしょう。

0グループバズの時、人にわかるように、ノートを指でおさえながら話せたか。
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算数科学習指導案
(4年 1組 )

指導者 沼 田 明 美

苺 単元轟 四 角 形

2 単元圏標

認知的 (1)「台形J「平行四辺形」「ひし形」の性質や特徴を理解 し、それらを弁男J

したり、構成したり、作図したりすることができる。

(2)2直線の垂直 。平行の関係に着目して図形が考察できる。

(3)対角線の意味を知り、対角線に着目して図形を考察 したり、作図したりす

ることができる。

態度的 A 三角定規・ コンパス等の操作を通して、各々の四角形の特徴を見つけたり、

:正確に作図したりしようとする。

B 自分の考えをはっきりとさいごまで話そうとし、友だちの考えを自分の考

えと比べながら聞こうとする。

, 教材磯取 り扱 6ヽ

子どもたちιよ、これまでに「長方形嚢「正方形」という四角形を学習し、辺や頂点の数・

選0長 さ 惨角の大きさな譲 F_着 目して図形を考察してきた。ここではさらに、「台形J「平

fT四 辺形」「ひじ形 _」 を加え、四角形についての理解を深めさせる。

始の際、考察の観点として、 2直線の平行・垂直といった辺の位置関係についても着目す

ることを知らせ、さらには、四角形の構成要素としての対角線についても取り上げ、図形の

見方 e考 え方につけての知識 。理解を深めていきたい。ここでは、また、三角定規・ コンパ

ス等を用いての操作活動を多く取り入れ、直観的な把握 (平行・垂直 。同位角・錯角等)を

数理的に捉えさせたい。

鶉 攀習計画

区  分 学 容内習 学 習 課 題 時 間

第 1次
1。学習内容の概要を知り、課題意

識を持つ。

0プ リテス トから知 りたい事を

さが し、学習課題を作ろう。

第 2次

平行四辺形

形ム
圏

2.台形 。平行四辺形の定義を見つ

け、類似点 。相違点を調べる。

3.台形・平行四辺形の定義を生か

してその書き方を考え、作図する。

○四角形をなかま分けし、台形・

平行四辺形のきまりを調ドよう。

0台形 。平行四辺形の書き方を

考えよう。

2

本 時

(1/2)

第 3次

ひ し 形

4.ひ し形の定義を知 り、その書き

方を考え、作図する。

〇ひし形は、どんな四角形か調

べよう。

第 4次

対 角 線

5。 02つの三角形→四角形を(構戯

○四角形→ 2つの三角形を(分働

上記の作業を通 して、対角線の

○対角線とは、どんな線か調べ

よう。
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意味を理解する。

6.ひ し形の対角線の性質を調べる

7.対角線の長さをもとに、ひし形

の書き方を考える。

○ひし形の対角線を調べよう。

0ひ し形の書き方を考えよう。

第 5次 8。 まとめの練習をする。 O P38の まとめの練習をしよう。

第 6次 9。 ポス トテス ト oポ ス トテス トを しよう。

5 本時の目標

認知的 ○「台形」「平行四辺形」の定義が理解できる。

態度的 A 観点を持って四角形を考察し、操作を通 して立証しようとする。

B 友だちの目のつけどころと自分のそれを比べながら聞き、わからないとこ

ろは、おたずねをしようとする。

6 展  開

学習課題 四角形をなかま分けし、台形 0平行四辺形のきまりを調べよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

　
　
備

中

』ヽ

確

認

1.学習課題を確認する。 ○なかまはずれを 1つ捜 し、 1つ

とその他のなかまと分けさせる。

分けた理由 (観点)をはっきり

させることを約束 してお く。

○直観的に見つけたものを操作活

動を通 して確かめさせる。

O友だちに分かりやすい話 し方・

示 し方 (操作)を工夫させる。

O辺の位置関係 (平行)に着目す

ることをおさえる。

○台形・平行四辺形のちがいにま

で気付 くものがあれば、とりあ

げ 4へのつなぎとしたい。

○平行の数で台形と平行四辺形に

分け、定義づけする。

O台形 。平行四辺形、この 2つ で

ない四角形に分けさせる。

2.な かまはずれの四角形をさが

し、そのわけを分度器や三角

定規を使 って確かめる。

(ひ とり学習 )

3。なかま分け したわけを話 し合

い、できたなかまのきまりを

見つける。

(グループ→全体パズ)

4.の こった四角形をさらになか

ま分けし、台形・平行四辺形

のきまりをみつける。

5.練習問題を して、四角形をな

かま分けする。

○意欲的にな

かま分けを

しようとし

ている力ゝ

○数理的に捉

えようとし

ているか。

0位置関係に

着目してい

るか。

0友だちによ

く分かるよ

う工夫 して

いるか。

0陰腕 晰

四辺形Jの

定義がわか

ったか。

7 確認の要点

○四角形をなかま分けし、できたなかまに名まえがつけられましたか。

O友だちの考えのわからないところにおたずねができましたか。
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理科学習指導案
(4年 2組 )

指導者 吉 岡 順 子

1 単元名 物のとけ方

2 単元目標

認知的 (1)砂糖 。せっけん 。ほう酸などが水に溶けると、水の中全体に広がっていく

ことがわかる。

(2)ほ う酸は、水の温度を上げると溶ける量が増 し、その水溶液の温度を下げ

ると溶けていたほう酸が水と分かれて出て くることがわかる。

態度的 A 物が水に溶1/jる 様子を、条件を整理 しながら的確に確かめていこうとする。

B 話 し手と聞き手がお互いの立場になって、話し合いにのぞもうとする。

● 教材の取 り扱 6ゝ

この単元を通 して、物が水に溶けて見えなくなっても、水中に存在していることを、ほう酸

が折出する現象から推論させ、物質の保存概念を育てていきたい。また、物質による溶け方

の違ひや、水温と溶ける量の関係から物質の性質の違いをとらえさせたい。

児童の身近にある生活経験の中から、砂糖を使って水全体に広がって溶けていく現象を見

させたり、ほう酸と砂糖を使 って水温と溶ける量の違いを比較させたり、ほう酸溶液の温度

が ドがると、ほう酸が折出する現象を見させたりする。

粒がだんだん見えなくなる現象を、粒がもっと小さくなって、下の方にたまっていると考

えている子どもが多い。そこで砂糖が全体に溶けていることを味で調べたり、ほう酸水の上

劃ζをとって冷やし、ほう酸を折出させることによりほう酸が全体に溶けていることを推論さ

せるようにしたい。

蝶 楊冒計画

区  分 学 容内習 学 習 課 題 時 間

次算

学 習 計 画

1.学 習課題をたてる。 〇プリテス ト

○学習課題をたてよう。

第 2次

溶 lljる 様子

2。 物が水に溶けると本全体に広がる。

3。物が溶ける様子を工夫して調べる。

○いろいろな物のとけ方を調べ

よう。

第 3次

溶 け 方

4.物 が水に溶けると粒の形は見え

な くなり、水は透明になる。

5。 物によって溶ける量がちがう。

○砂糖 とほう酸の溶け方のちが

いを見つけよう。

第 4次

湯と水への

物の溶け方

6.水に溶け残ったほう酸を溶かす。

7.水温を上げると溶ける量が増える。

8.水の温度によって、溶ける量が

決まっている。

○溶け残りのほう酸を溶かすに

は、どうするとよいだろう。

0水の温度によって、ほう酸が

どれくらい溶けるか調べよう。
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第 5次
ほう酸水を

ひ や す

9。 水の温度を上げて溶か したほう

酸を冷や してみる。

10。 ほう酸水の温度を下げると、粒

が出て くる。

11.ほ う酸水の中のほう酸を取り出現

6ほ う酸水の温度が下がると、

今まで溶けていたほう酸はど

うなるか調べよう。

○ろ紙でこした後の水には、ほ

う酸が溶けているだろうか。

2

本 時

(1/2)

次

め

６

とヽ

第

ま

12。 単元のまとめ

ポス トテス ト

○学習のまとめを して、ポス ト

テス トをしよう。

5 本時の目標

認知的 ○ ほう酸水の温度を下げると、溶けていたほう酸が粒になって出て くること

がわかる。

態度的 A 温度を下げるとほう酸が折出する現象より、水温と物の溶ける量との関係

の理解を深めようとする。

B 話すとき、「発表します。～と思います。どうですか」のことばを使って

話そうとする。

6 展  開

学習課題 ほう酸水の温度が下がると、今まで溶けていたほう酸はどうなるか調べよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

ヽ
Ｌ

確

認

1.本 時の課題を確認する。

2.課題の予想と調べる方法を考

える。

(ひ とり勉強 )

3.予想と実験方法について話 し

合う。
○グループで話 し合う。
〇全体で話 し合 う。

4.グループで実験 して確かめる。

5。実験結果を発表 し、全体で確

認する。
O確認のテス トをする。

6。次時の予告

○課題をしっかりつかんでみんな

で協力 して解決 しようとするこ

とを意識させる。

○前時までの結果と経験をもとに

理由も考えさせる。

○水温と溶ける量との関係のグラ

フに目をむけさせたい。
0発表する態度と聞 く態度をしっ

かり身につけさせたい。

ほう酸の粒が折出する様子を注

意深 く観察させる。

○ほう酸の溶解 0折出の現象を理

解させたい。

○課題解決ヘ

意欲的に取

り組めてい

るか。
0水温と溶ける

量との関係と

課題を関連づ

けて考えてい

る力、
O聞き手の立ち

場になって、

わかりやすく

発表できた力Ъ
O折出する様

子が観察で

きたか。
O水温と溶ける

量の関係が理

解できた力、

7 確 認の要点

○ほう酸水の温度が下がると、溶けていたほう酸はどうなるか。

Oほ う酸水の温度が下がると、溶けていたほう酸がでてくるわけが説明できるか。

O話すとき「発表します。～と思います。どうですか。」のことばを使って話せたか。
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一

国語科学習指導案
(4年 3組 )

指導者 高 村   博

1 単元名 小 さな青い馬

2 単元目標

認知的 ○ 場面や情景を想像 し、人物の気持ちの移り変わりを考えて音読するととも

に、段落相互の関係を考えて焦点化された感想文を書 くことができる。

態度的 A 人物の行動や会話などをその身になって読み、その場その場の人物の心の

移 り変わりがよく分かるように音読 しようとする。

B 話 し合いをもりあげたり、つないだりする言葉を使って話そうとする。

3 教材の取 り扱もヽ

感想の深さは、読み取りの深さに相関する。総括的概念的な感想に陥りやすしfどもに、人

物の気持ちと読み手である子どもの気持ちを重ね合わせて読ませ、感想の質を高めるととも

に、青い馬との出会いの場面の美しさ、青い馬と母親のイメージの重なりなど、焦点を明確

にさせた感想を書かせるようにしたい。併せて、音読の活動を豊富に取りいれ、主人公 (の

ぼる)の心情の変化が聞き手によく伝わるような音読の指導にも心がけたい。

4 学習計画

区 分 学 習 内 容 題課習学 時間

第 1次

学習計画

1.教材を通読 し、学習

計画を立てる。

0全文を読んで、感想

を話 し合う。

O学習計画を立てる。

○単元 レlヽ さい青い馬」のプ リテストを しよう。

O全文を読んで感想を話 し合い、おもしろいと

ころ、疑間 に思ったところに印を付けておこう。

○場面や登場人物、難語句などを調べ、これか

らの学習課題づ くりをしよう。

主人公の

心の移り

変 わ り

第 次

2.のぼるの心の移り変

わりを読み取る。

O父 との生活の様子

○青い馬 との出会い

0その後ののぼるの

心の移り変 わり

O父に馬のことを知

られたときの様子

○馬が来なくなった

ときの気持ち

○母と青い馬の関係

0のぼるの父との生活の様子を読み取ろう。

0夢を見るときの、のぼるの気持ちはどんなだろう。

○青い馬との出会いの場面での、のぼるの気持

ち、青い馬に対す る気持ちを想像 しよう。

〇青い馬との出会いから一週間の、のぼるの気

持ちの移 り変わりをさぐろう。

0馬のことが父に分かったときの、のぼるの様

子や気持ちはどうだ っただろう。

O小 さな青い馬が来な くなったときの、のぼる

の気持ちを考えながら、声を出して読んでみ

よう。

〇小さな青い馬は、いったい、何だ ったのだろう。

7

本時

(2/7)

第 3次

主  題

3.主題 について話 し合

つ 。

○主題と題名のかかわりを考えながら、のぼる

の身になって、青い馬に手紙を書こう。

4感想を書 く。 ○書きたいことの中心が何か、はっきりさせ、

また、主題が何かを考えて、感想文を書こう。
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第 4次
感想文と

学習のま

とめ

O感動 した場面を中

心1鑢想文を書 く。

0感想文を読み合い

考えを深める。
Oポ ス トテス ト

○書いた感想文をグループで読み合い、ひとり

ひとりの読みの違いを比べなが ら、それぞれ

の作品について話 し合おう。

5 本時の目標

認知的 0
態度的 A

B

6 展  開

○ポストテストをして のまとめをしよう。

孤独なのぼるの様子を読み取り、その時の気持ちが想像できる。

のぼるの身になって、いろんな見方で、その気持ちをさぐろうとする。

話 し合いをつなぐ言葉を入れ、話 しのバトンタッチをうまくしようとする。

学習課題 夢を見るときの、のぼるの気持ちはどんなだろう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

　
　

備

中

Ｌヽ

確

認

1.学 習課題を確認す る。

O本時学習部分をのぼ

るの身になって読む。

2.どんなとき、何の出て

くる夢を見 るのかはっ

きりさせてから、その

夢を見るときの、のぼ

るの気持ちを話し合う。

0ひ とり学習の見直し

○グループ→全体

○つなぐ言葉を使 って

○文に即 して、もれな

く

3。母の夢を見たときの、

のぼるのうれ しい気持

ちをノー トに書 く。

4.学習のまとめと次時の

学習を確認する。

OFのぼるの身になって読む」の具体

的行動として、「のばる」のところ

を「ぼ く」と置き換え、一人称の立

場で読ませる。

O父の夜勤の日、「のぼるは一人でそ

の小屋にねる」から、のぼるの様子

を想像させ、どんな時「何が出て来

る夢を見るのか」をおさえ、その時

時ののぼるの気持ちを想像すること

を確認させる。

Oグループや全体の話し合いをスムー

ズにするため、発言者がその時々の

判断でつないだり、進めたりする言

葉を使って司会をするよう指導する。

O「 のぼるはなぜかうれ しかった」と

いううれしさについて、のぼるの心

を書かせ、学習のまとめとする。

O互いのノートに書いたのぼるの心と

自分のバ トンタッチのようすを、グ

ループ毎に確かめさせる。

○置き換えて読

むことに興味

を示すか。

O父 と子の強言乱

の部分など気

持ちをこめて

読めているか。

○父のいる時、い

ない時、販;が

出て来る夢」と

分け、のぼるの

気持ちが書け

ているか。

0つな ぐ言葉を

使って、グル

ープや全体の

話 し合い電 舌

じのバ トンタ

ッチがつまく

いったか。

Oう わしさについ

てののばるのフと碑ヾ

まとめられた力、

確認の要点

Oの ぼるになりきって、母親の夢をみたときの「うれしさについて」その心が書けたか。

O話 し合いをつなぐ言葉を入れて、話しのバ トンタッチがうまくできたかどうか。
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社会科学習指導案

(4年 4組 )

指導者 徳 田 慶 子

1 単元 名  地 図 の 見 方

2 単元 目標

認知的 O 等高線、縮尺、方位、記号など読図の基礎的能力を高め、その活用ができる。

態度的 A 読図の基礎的能力を高め、活用することによ り、地図 と実際の土地とを正

しくつなげようとする。

B 要点をとらえて聞こうとし、自分の考えにわけをつけて話そうとする。

3 教材 の取 り扱 もヽ

3年 において、自分たちの町や県を学習 し、地図についてある程度の読図力を高めながら、

これを活用 してきている。 しかし地図の特色を十分理解 し読図しているところまではいかな

いし、また地図から実際の土地のイメージ化をしてい くことは、まだまだ不十分である。

そこでより多 くの地図記号や、等高線による土地の起伏や、縮尺による測定などを理解す

ることにより、読図力を高め、正 しい土地把握ができるようにしていきたい。さらにそれら

が以後の学習において生かされ、地域や国土の正 しい理解につながるようにしていきたい。

4 学習 計画

彎区 容内習学 学 習 課 題 時 間

第 1次

プ リテス

トと課題

作 り

1.本 単元の学習内容の概要を知 り、課題意

識をもつ。

2。 空中写真と地図と比べ、学習課題を作る。

プ リテス を し よ

0空中写真 と地図のちがい

を見つけよう。

第 2次

地図記号

3。 いろんな地図記号を見つけ、その意味 を

知 る。

4.地 図記号を使 って、行 きllFを 説明す る。

○いろんな地 図記号 を知 ろ

つ。

第 3次

等 高 線

5.等 高線から、山の高さ、傾 き、入 りくむ

様子を考える。

6.模型地図を作 り、滋賀県の地形の特色を

とらえる。

0等高線か らわかることを

見つけよう。

第 4次

縮  尺

7.縮尺の意味が分か り、距離の演Jり 方を知

り、距離を測 る。

8。 縮尺のちがいによる土地の範囲のちがい

が分かる。

O縮尺 を使 って距離 を測 ろ

つo

第 5次

地図を読

む

9。 距離、山の傾 き、景色、交通、建て物等

の面か ら、遠足によいコースを見つけ、

行 きllFを地図記号を使って説明する。

0遠足によいコースをみん

なにわかりやすく正しく

知 らそう。

1

本時

-34-



第 6次

ポス トテ

ス ト

10。 ポス トテス トをして、学習のまとめをす

る。

。ポス トテス トをしよう。

5 本時の 目標

認知的 O 記号、方位、等高線、縮尺などを使って、遠足によいコースを説明するこ

とができる。

態度的 A 遠足によいコースが、地図の約束を利用して言おうとする。

B 自分の考えにわけをつけて話そうとする。

6展 開

学習課題 遠足 によいコースを、みんなにわか りやす く正 しく知 らそう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

　

備

中

′心

確

認

1.学 習課題 を確認 し、自

分の考 えたコースをも

う一度たどる。

2.自 分のコースの道順や

選んだわけをグループ

で出 し合 う。

3.い くつかのコースを全

体に出 し合い、各 自が

正 しくコースがたどれ

たか、言い方や聞 き方

の確かめをする。

4.自 分のコースの言い方

がわか りやす く正 しい

か見直 しをする。

5.要点 を確認する。

自分の考えたコースをもう一度見

直 させる。

。友だ ちの道順の説明の し方、わけ

に付 け加 えがで き、よりよい説 明

の し方やわけに させ る。

O友だちの道順が正 しくたどれたか

どうか言い方や聞 き方か ら考 え直

し、地図記号、等高線、縮尺等 を

使 って説明すると、みんなにわか

りやす く正 しくなることに気付か

せ る。

O自 分の コースの道順 の言い方やわ

けに、地図記号、等高線、縮尺の

面か ら足 らないところの付けた し

をさせ る。

O以後の学習において読図の活用を

はか りたい。

0課題 に取 り組 も

うとしているか

O友だ ちにつけた

しがで きたか。

0地図のいろんな

約束を使 うと道

llIや わけがわか

りやす く正 しく

なることに気付

いたか。

O縮尺や等高線が

考 えられたか。

0総合的に地図が

見 られるよ うに

なったか。

7 確認の要点

0自 分のコースのよいわけが言えましたか。

O自 分のコースの道順が、方位や地図記号に気を付けて書けましたか。

O自 分のコースの道llFや わけが、縮尺や等高線に気をつけて書けましたか。
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音轟科学習指導案

(5年 1・ 3・ 4‐ 組 )  .

1 単元名  合 唱 の 響 き (教材 星の世界 。まっかな秋 (共に合唱曲).)

2 単元 目標

認知的 0 曲趣を生かした表情豊かな歌い方や、和声の響 きの美しさを感じながらの

合唱 。奏ができる。

態度的 A ふじのまとま りを意識し、歌詞の内容を生かした豊かな表現を工夫しよう

とし、和声の響 きの美 しさを感 じとりながら歌おうとする。

B 感 じとったこと 0気付いたことを、自分の言葉で伝えようとする。

3 教材 の取 り扱もヽ

賛美歌である「星の世界」は、日本では古 くから歌われてお り、「まっかな秋」はNHK

「 みんなの歌」で発表 された比較的新 しい曲であり、共に歌い親 しまれている。 2曲 とも、1

・歌詞から想像 される情景 と曲越 とが うまく合致 している曲 と言える。そこで、これ らの曲を

学習する中で表情豊かな歌い方の工夫や、ムー ドに浸 りながら歌 うことの楽 しさ、合唱 0奏

の美しもヽ響 きが曲をより豊かにすることなどの経験をさせていきたい。

1 音楽活動の中で好 きなことは、聴 くこと (25%)。 聴 くことと歌 うこと (15%)・ 聴

くことと楽器演奏 (25%)e歌 うこと (8%)と いう実態を、この教材を扱い終わった時、

歌 うことの楽 しさ、歌声の美しさに気付 き「歌 うことが好 き」と答える子供達がふえるよう、

扱いに工夫をこらし、意欲と目標 と充実感のある時間としていきたい。

導 攣習 計画

分区 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1次

調 査

1.歌 唱を主 とした実態 を知 る。 0歌 うことへの自分の態度や気

持 ちをみつめよう。
0.5

第 2次 (星 のt

主 。高」旋
|

し言i量霞1

貯界 )

12。響 きのある声の出 し方を理解 し、

1 表情豊かに歌いこむ。

13。和音進行 を調べ、その響 きを感

| じなが ら、美 しく合唱す る。

14。 フレーズのま とま りや、曲の山
|

| が感 じられる歌い方をする。

15.演葵の形を工夫 して合唱 0奏 を

| し、響 きの美 しさを感得する。

O星の輝 きに合 うような歌声や

歌い方を見つけよう。

0響 きのよい和音を感 じとり、

美しく合唱しよう。

0ふ しのまとまりに気をつけ、曲

の山がわかる歌い方をしよう。

0旋律①②③の組み合わせを工

夫 して、美 しい音の重な りを

見つけよう。

4

5の 1

(2/4)

第 3次 (ま っズ

言葉の感
|

なゝ秋)

6`歌 詞の情景を充分感 じとって歌 0「まっかな秋Jの様子がよく
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じを生かす。

響 きのあ

る歌声。■

合唱の美

しさ追求。

曲越に合

うた合唱。

いこむ。

7.主旋律を確かにして、合唱の練

習:を する。‐

8。 曲の山の歌い方を工夫 して、グ

ループで合唱練習をする。

9。 工夫 した曲想で発表し合い、感

想を話 し合 う。

わかる歌い方を見つけ出そう

0「美しい二部の声の重なり」

を作 り出そう。  ,
0グ ループで、曲に合 う歌い方

をたくさん見つけよう。

0ほ かのグループのよしヽところ

を、たくさん見つけようd

Sの 4

1

1

5の 3

L5

音楽調査 (プ リテス ト)

.設

1.こ れか ら聴 く曲は、どんな感 じ (場 面)が しましたか。

2 これから聴 く2つの曲は、どちらが好きですか。理由をつけ

て答えなさい。   (※ 斉唱曲と合唱曲)

3。 あなたは、次の音楽活動の中で、どの活動が一番好きですか。

④ 聴 くこと  ○ 歌 うこと  ⑤ 楽器などの演奏

④とO     ④とO     Oと O

4。 あなたIよ 「歌うこと」の中で、次のどの歌い方が好きですか。

的 ① ひとりで歌う  ② 2人 ～6人 ぐらいで歌う  '
① 10人以上で歌う

それは、なぜですか。

鶴 ① せい唱     ② 合唱

それは`、なぜですか。

5。 次の曲の階名を書きなさい。 (調 号に注意して)
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解 答 率 (%)

④ 230809
④と015 ④と024
0と 014

歌詞か ら

歌詞か ら発展

曲の感 じか ら

斉唱

合「昌

0 (点 )

1～ 60

61～ 80

81～ 99

100

①

②

③

62.3

20.4

17.5

20。 7

76。 4

‐
5。 7

42.9

51.4

27.1

72.9

66.4

10。 7

2:9

3.6

16.4



界世の星 ま か な 秋

J:uz-po
J -zo-sl

か ら― す う リーって

AVD F=l:*t" i.=

ょ E」
「―ずむゆ

ちゅうのひろ

な :重っ べたの

①～③それぞれの音の高さや強さに気をつけて、美しいひびきを作りましょう。
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(5年 1組 )

指導者 大 鹿 史 子

5 本時の目標                           ‐

認知的 0 和音の進行を調べ、その響きを感じながら美しく合唱できる。

態度的 A 自分の耳で確かめ、和音の響きを身につけようとする。

相手のパートもよく聴いて、合唱を楽 しもうとする。

B 擬間点をはっきりさせ、自分の意見を持とうとする。

6展 開

7 確認 の要点

0「星の世界」の和音の組み立てがわかったか。

O響 きのよい和音を自分の耳で聴き分けられたか。

O自 分のパー トをしっか り歌い、美 しく合唱できたか。

O自 分の考えをしっか り持ち、わか らない時は、何がわからないのかはっきりできたか。

…39-

学習課題 響 きのよい和音を感 じとり、美 しく合唱しよう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

いヽ

確

認

1.学習課題を確認する。

2.①②③のパー トを階

名唱する。

3。 楽符から、 1段目を

1小節ごとに音の構

成より、何の和音か

調べる。

個人思考→グループ

バズ→全体バズ

4.20304段 は、響 き

のよい和音を耳で聴

きとる。

5。 調べた和音の伴奏に

合わせて歌う。

パー ト別→合唱

6。学習の要点 と次時の

課題 を確認する。

V

O和音の進行 を調べ美 しく合唱す

ることを確認 させ る。

O各パー トの音 を合 わせるとどん

な和音 になるか意識 しなが ら歌

わせる。

0へ 長調の主和音 (I,Ⅳ
V7)を 確認 させる。

0自 分の考えや疑間点をノ

書かせ る。

0疑間点をつ きとめようとさせ る。

ピアノでふ しと和音 をいっしょ

に弾いてどの和音 と合 うか聴 き

とらせ る。

疑間が出れば、楽符か ら3の方

法で確かめさせ る。

和音の流れを意識 させ る。

全曲通 して和音の流れ を確かめ

させ る。

合唱の工夫 に意欲を持たせ る。

卜:こ

本時の課題がはっき

りわかったか。

へ長調の階名唱が し

っか りで きたか。

自分の考 えをまとめ

られたか。

自分の考 えをはっき

り話 した り、友達の

考 えをしっか り聞い

た りしているか。

自分の耳で しっか り

聴 きとろうとしてい

るか。

相手のパー トの声 も

聴 きなが ら、歌 って

いるか。

反省やまとめが しっ

か りできたか。



(5年 3組 )

指導者 加 藤 雅 子

5 本時の目標

認知的 。 ひびきの美しさを感じながら、合唱のもりあがりを考えさせる。

態度的 A 友だちといっしょに、美しい合唱をつくろうとする。

B 静かに聞いて、自分の意見をつくろうとする。

6展 開

7 確認の要 点

0自 分たちで見つけた曲の歌い方で歌えたか。

0静かに聞いて、グループのよい所 を見つけられたか。

。グループの人と伸よく学習できたか。
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学習課題 グループで、曲に合 う歌い方 をた くさん見つけよう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

いヽ

確

認

1.課題 を確認する。

2。 課題 について語 し合 う

0正 しく歌 う

・ 範口昌レコー ドを聞 く

グループ→全体

グループで曲に合った

歌い方の練習をす る。

・ 3グ ループlr_な る

4。 代表 グループの発表を

聞いて議 し合 う。

5。 学習の要点 を確認する

C。 次時の課題 を確認す る

正 しい リズムや音程 で歌 え

るか注意 させ る。

0範唱 レコー ドを聞かせ、手

がか りをつかませ る。

0和音の美 しさ

。曲想、El13の 山

O語 じ合 った事か ら、合唱を

高 めさせる。

聞き合ったり、歌い合って

感 じの表現を高めさせる。

グループのよいところを見

つけられるようにさせる。

正 しい歌い方で歌 えて

いるか。

課題解決に意欲的に取

りくめてしヽるか。

歌い合っていくうちに

曲に合った合唱に近づ

く努力がされているか。

0静 かに聞いて、自分の

意見がつくれたか。

O意欲的に楽しく取 りく

め、友だちといっしょ

にがんばれたか。



(5年 4組 )

指導者 田 附 昭 良

5 本時の目標

認知的 O 歌詞の内容を理解し、それに合った表情豊かな歌い方が工夫できる。

態度的 A 情景を想像して、言葉を生かして楽しく歌おうとする。

B 感じたことを大切にして話そうとする。

6展 開

7 確認の要点

0楽 しく、満足した 1時間であったか。

O「まっかな秋」の感じを出して歌えたか。

。「まっかな秋」の歌は、好きな歌になったか。 (好 きになれそうか。)

0友だちの発表で、感心したことは多かったか。
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学習課題 「 まっかな秋」の様子がよくわかる歌い方を見つけ出そう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

いヽ

確

認

1.本時の課題 を確認する

2。「 まっかな秋」の見つ け方

を考 える。

・ リズム、音符、歌詞、

面葉のアクセン ト、

生活経験な ど。

3.自 分の考 えた見つけ方 をも

とに話 し合 う。

(グ ループ→全体 )

4e自分の感 じとったことと比

べなが ら範唱を聴 き、曲の

感 じをつかむ。

(全体バズ)

5。 まっかな秋の情景 をいっぱ

い・に想い浮かべなが ら主旋

律 を歌 う。

6.表情豊かな歌い方になって

いるか、録音 を聞 く。

7。 次時の課題の確認 。

歌詞の内容 をよ く読み とるこ

とを、はっきり意識 させ る。

豊かな想像への援助 として、

資料 を提示する。

。風物のパネル

oリ ズ ム

楽 譜
>力 ~ド

まっかだな

(lサ
」:i

まっかな  J 」.カ

よ り豊かな想像を もとに、感

じをこめて歌お うとい う意欲

をもたせ る.

表情豊 かに、体符 鰺タイに気

わつけなが ら歌わせ る。

自己評価を兼ねて、メモを

せる。

豊かな表現への意欲 を持たせ

る。

手がか りを た

くさん見つけて

いるか。

自分の言葉で話

しているか。

「 歌お う」 とい

う気持 ちが高ま

ってきたか。

清景 にひたって

歌 っているか。

○満足感が感 じ

れるか。



理 科:学 習 指 導 案

(5年 2組 )

指導者 友 本 志 津 雄

1 単元名  酸素 と二酸化炭素

2 単元 目標

認知的 (1)酸 素・二酸化炭素の実験的製法がわかる。

(2)酸素には物を燃やすはたらきのあることがわかる。

(3)二酸化炭素は空気よりも重いことを確かめることによ り、気体にも重 さが

あることに気づ くことができる。

態度的 A 酸素 。二酸化炭素の性質を、既習の物が燃 えるときの空気の変化 と関連づ

けながら見つけようとする。

B お互いの考え方を確かめ合いながら協力 しようとする。

3 教材 の取 り扱い

前単元「火と空気」で、空気が入れ替わらないところでは、物は燃え続けないことか ら、

燃焼における空気の質的変化について調べ、物が燃えるのに酸素が使われ、燃えた後に二酸

化炭素ができることをとらえてきた。ところが、火が消えるのは二酸化炭素ができたからで

あると考え、酸素が少なくなったから消えたのだという見方をしていない児童が多い。そこ

で、この単元では、酸素を実験的に作 り、割合を変 えた気体での燃え方の違いを比較するな

ど、物の燃え方を酸素の量 との関係に着目して調べさせる。また、スチールウールが燃えた

後には二酸化炭素ができないことから、燃焼における質変化の多様性にも気づかせる。さら

に、二酸イヒ炭素の発生 。捕集を行ない、気体の重 さについて具体的イメージを持たせ、重さ

という視点か ら、気体の性質をとらえさせたい。

4 学習 計画

分区 学 習 内 容 題課習学 時 間

第 1次

プ リテス ト

学習計画

1.プ リテス トから学習内容を知 り、

学習計画を立てる。

学習内容を知ろう。

学習計画を立てよう。

第 2次

酸素の製法

と性質

2。 酸素の作 り方を知 り、発生・捕

集 し、酸素中と空気中の燃え方

の違いを見る。

3。 酸素中でいろいろな物を燃やし、

燃焼後、二酸化炭素ができない

ものがあることを調べる。

4.酸素の量を変え、物の燃え方を

比べ、空気中の酸素の量とその

はたらきについてまとめる。

0酸素を作 る正 しい実験方法を考

えたくさん集めよう。

0酸素中では、どんな物でも激 し

く燃えるだろうか。また、いつ

も二酸化炭素はできるだろうか。

O空気中にある酸素の量を調べて

みよう。

4

本 時
(1/4)
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第 3次

二酸化炭素

の性質

5。 二酸化炭素の作 り方や捕
ヽ
集の方

法を知 り、その性質をいろいろ

な方法で調べる。

6二酸化炭素とは、どんな性質を

もった気体だろう。

第 4次空気

中の酸素と

二酸化炭素

6.空気中の酸素や二酸化炭素の割

合が変わらないことについて話

し合う。

0空気中の気体の割合はいつも同

じだろうか。

第 5次 ポ

ス トテス ト

7.ポ ス トテス トをす る。 0酸素 。二酸化炭素についてわか

ったか確かめよう。

5 本時の目標

認知的 O 過酸化水素水と二酸化マンガンを使って、酸素の発生や捕集の正しい仕方

がわかる。

態度的 A 酸素の作 り方や集め方についての注意点を考えて、たくさん作ろうとする。

B 分担 した役割をしっかりはたそうとする。

6展 開

学習課題 酸素を作る正 しい実験方法を考えたくさん集めよう。

区 分 学 動添習 指 導 上 の 留 意 点 極評

準

備

中

いヽ

確

認

1.前単元の学習を手がか りに

本時の学習課題を確認 し、

学習のめあてを明確にする。

2。 酸素の製法を知る。

・ 薬品、器具、手llIの 確認

3。 実験の注意点を話 し合 う。

・ グループバズ→全体バズ

4。 実.験

・ 作る→集める→ろうそく

の火を入れる→結果のま

とめ

5。 本時のまとめ

6。次時の課題確認

自分のめあてを持たせ、お互

いに注意 し合 うことを意識 さ

せる。

ひとり学習 (家庭学習 )の確

認 をする。

ガラス管の長 さ、初めにすて

る気体の量、捕集法など実験

上の注意点 をとらえさせ る。

O酸素中のろうそ くの燃 え方 を

注意 して見 させ る。

0多様な見方をさせ、自分の言

葉でまとめさせる。

O実験 について反省させ る。

(ノ ー ト記録 )

課題に対して意

欲を示 したか。

0ひ とり学習が充

分なされているれ

0実験の注意点を

意識しようとし

ているか。

0器具・ 薬品の扱

いに注意 し、正

しく安全に発生

捕集できたか。

0次時へお学習意

欲が持てたか。

ア 確認 の要点

0酸素の発生 。捕集について注意点が言えるか。

O酸素がたくさん集められたか。

O自分の役割がしっか りはたせたか。

。この次の学習が楽 しくできそうか。
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一

１

　

２

算数科学習指導案

(6年 、1組・ 4組 )

単元名

単元獨標

認知的

平均 とららば り

平均やのべの意味を理解 し、平均やのべが求められるようにさせる。

度数分布表や柱状グラフを読みとり、度数分布表や柱状グラフに表すこと

ができるようにする。

(3)以上、以下、未満の用語の意味を理解 し、これらを用いることができるよ

うにさせる。

(4)一部の資料の割合から全体の傾向を推測することができることを理解させ

る。

態度的 A 度数分布や柱状 グラフ等の資料を活用する時、統計的に考察 した り表現 し

た りしようとする。

B 自分の考えを進んで示し、みんなで求めて考え合おうとする。

。話の要点や問題点、共通点など的確にとらえて聞いた り話 した りする。

0互 いの考えをよく理解 し順序立てて考えようとする。

S 教わの取 り扱もヽ

通の単元に関連する学習は、すでに4年生で学んでいる落なく重なりなく類別したり、お

よその数にしたりする学習や、 5年生の単位あたりの理解、人口密度の意味などを学習して

いる。ここの学習では平均という意味を身近な資料を通して理解させ、資料の持つ特性を読

み取った り、あるいは1部の標本的な資料から母集団の特徴を推測して全体の傾向をとらえ

たりするなど、統計的に考察したり表したりする能力を育てたいと考える。

4 学習計画

第 1次

平均との

1.学 習内容の概要 を知 り学習

計画 を立て る。

2.平均 とのべの意味 を理解 し

のべや平均 を求める。

0プ リテス トを行い、学習課題をつくり

学習の見通 しを持つ。

0の べや平均の意味を知る。

「 この表は、バスケ ットボールの試合

でシュートしてボールが入った回数です。

どちらの組がよく入ったか調べよう」

0グループ別体重、身長測定の結果から

どのグループの平均が大きいかを調べ

る。

回耕∽
3。 体重や身長測定の資料から

のべや平均を求め、平均の

意味を深める。
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4.練習問題をする。 0平均やのべの練習問題をする。

第 2次

ちらば り

5,記録全体を表にして、その

特徴をとらえる。

6.集国の傾向をちらばりに着

目してとらえる。

7.度数分布表をかき、以上、

以下、未満の数を理解する、

8。 度数分布表を調べて集団の

特徴を理解する。

9。 柱状グラフをか き変化のよ

うすや特徴を理解する。

10.一部の資料か ら全体の傾向

が予測 で きることを理解す

る。

ソフトボール投げの記録を全体の様子

がわかる表にかいて特徴を調べる。

0表からどちらの組の記録がよいといえ

るか比べ方を考える。

ソフ トボールの投 げた距離を 5麓 区切

りの表にまとめて、だれが、 どの範囲

に入 るのかみつける。

O距離の区切 うに分けた表から各組のち

らばり方のちざいを調べる。

ソフトボール投げの距離と人数を柱状

グラフにかき変化のちがいをみつける

2組の走 り幅とびの記録から、その特

徴を調べて6年全体の傾向を考える。

6

級耕∽

第 3次

まとめと

練  習

11.平 均 とちらば りに関す る練

習問題 をする。

12.評価テス ト

0度数分布表や柱状グラフを読み取った

り、かいた り、一部の資料か ら全体を

予測するなどの練習問題 をする。

Oプ リテス トや転移テス トを行い学習反

省をする。

4
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(6年 1組 )

指導者 石 部 清 禾目

5 本時 の国標

認知的 O のべや平均の意味を理解 し、のべや平均を求めることができる。

態度的 A いくつかの数をならす考えで図に表すなどして、 1あ た りがどれだけにな

るかを考えようとする。

‐      B llI序 立てて話すようにし、要点をとらえて聞こうとする。

6展 開

学習

課題

のべや平均の意味を知るため次の問題 を考 える。

「 この表はバスケ ットボールの試合でシュー トしてボールの入 った回数 です。 どち

らの組が よく入 ったか調べよう。」

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

淮
十

鐘

中

摯心

確

認

1.学習課題 を確認 し、問題場面

について話 し合 う。

2.紅 自どちらの組のシュー トが

よ く入 ったかの問題を各 自で

自由に考 える。

O各 自の考 えをグループで出

し合け、よ く入 ったと決め

たわけを話 し合 う。

01試合 あた りの シュー トの

数 をな らして考える方法 を

もとに、のべや平均のわけ

を全体で考 える。(紅組 )

3.自組について ものべ回数や平

均 を求める。

4。 のべや平均 の求め方がわかっ

たか確かめ合 う。

5。 次の学習課題 を確認する。

0紅 自 2つの組のシュー ト回数の

表を示 して考えさせる。

0シ ュー トがよく入ったと決めた

自分な りの根拠を持たせる。

シュー トが よ く入 った と決めた

わけをいろいろに考 えさせ る。

0紅組で、シュー トの入っていな

い○の時 どうするかを考 えさせ、

のべや平均の意味 をわか らせ る。

0自組 も紅組 同様計算 し両方 を比

べて考察 させ る。

0確認バズをしてよ り確かにさせ

る。

Oの べや平均 を求 める学習課題を

予告す る。

0学習の進め
|

方がわかっ |

たか。   |
0根拠 を持 っ

たか。

O話 し方、聞

き方、考 え

合い方はよ

い か 。

Oの べ、平均

の意味がわ

かって計算

しているか。

O学習の確認

や反省が う

まくで きた

か 。

7 確認の要点

0漢字のテスト結果ののべと平均を求めてみる。

Oの べ、平均とはどんなことかをノートにかく。

O llF序立てて話せたか、要点をつかんで聞けたか、ノートに反省をまとめる。
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(6年 4組 )

指導者 谷   一 美

5 本時の目標

認知的 。 集団の傾向を見るとき、平均だけでなく最大値・最小値 0中央値・ 最頻値

などいろいろな比較ができ、ちらばりからも調べられることを理解 させる。

態度的 A 表からいろいろな比較の仕方を見つけ出そうとする。

B 根拠を持って自分の考えを示し、友達の考えと比べながら聞こうとする。

6展 開

学習課題 表からどちらの組の方が記録がよいと言えるか、比べ方を考えよう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

′心

確

認

1.学習課題 を確認す る。

2.ひ とり学習の確認 をす

る。

3。 比べ方について各 自の

考 えを出 し合 って、 ど

ちらの組の記録がよい

と言 えるか話 し合 う。

(グ ループバズ)

4。 01組・ 2組の特徴 を

明 らかにす る。

O平均値で比べ るだけ

では不十分な場合に

は、ちらば りの大小

で集団の傾向を見 る

ことを知 る。

(全体バズ)

5。 本時の学習の確かめ と

反省をする。

6.次時の学習の確認 をす

る。

自分の考 えにわけをつけて

言 えるよ うに確認 させる。

グループとしての意見 をま

とめ させ る。

0平均値・最大値・最小値・

中央ltLな どやちらば りのよ

うすから組の特徴 を比べ ら

れることに気仁い せゝる。

0表 でちらばりの大小を確認

し、ちらばりのだヽ さい方が

そろっていることをわか ら

せる。

Oノ ー トに学習のまとめをし

自己評価をする。

O次時の学習課題を確認 させ

る。

。本時の学習の課題が持

てたか。

0ひ とり学習がで きてい

るか。

0い ろいろな点に着 目じ

て比べ られたか。

O友達にわかるよ うにわ

けをつけて話せたか。

O友達の意見 を聞 き、そ

れについて質問や意見

が言 えたか。

ちらば りの意味や調べ

方力ゞわ力>っ たか。

0自 己評価ができたか。

0次時の学習がわかった

か 。

7 確認の要点

O各班のテス トの結果表を見ると、平均点の同じ班がい くつかあります。ちらば りのよう

すからどの班がよいと言えますか。

O自 分の考えにわけをつけて話せたか。

9友達の考えをしっか り聞 きとり、それに対する質問や意見が持てたか。
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社会科学習指導案

(6年 2組 )

指導者 野 瀬   隆

1 単元名  明 治 維 新

2 単元 目標

認知的 (1)明治政府が近代化を押 し進めた政治方針を理解 させる。

(2)国民が政府に自らの権利を求める運動を行なった理由をわからせる。

態度的 A 資料 (年表 0絵図・グラフ)を 通 して社会事象を想像 し、判断 しようとする。

B 先ず自分の考えをしっかり持ち、友達の考えを尊重 した発言ができる。

3 教材 の取 り扱もヽ

子供たちの中には明治になって日本はす ぐに近代国家 とな り、その新政府の力は絶対的な

ものと考える傾向にある。そのため本単元では、その過程にはいろいろの手続 きと時間がか

かったことを知 らせ、考えさすとともに、その犠牲 となった人々が数多 く存在 し、近代国家

が成立したことを理解 させたい。そしてその過程では国民の権利を求める運動があり、民衆

の団結 した力があったことを考えさせ、その思想が受け継がれたことをわからせたい。

今日までの 6年生としての歴史学習は、華やか さとそれをささえた農民 (民衆 )の力、こ

の両者をとらえてきた。この時代も明治維新 。文明開化という華やかさと自由民権運動 とい

う民衆の力を考 えさせ、視点によって歴史観のちがって くることを知 らせるとともに、両方

の立場から物を見 られ、考えることのできる子供に育てたい。

なお、本単元では6年生の子供が近代の日本全体を見通すことは少々無理ではないかとい

う判断で前半 (明治維新・ 自由民権運動 )、 後半 (条約改正 0富国強兵・殖産興業 )と 分け

取 り扱 うことにした。

4 学習計画

区 分 学 習 内 容 題課習学 時間

第 1次

計  画

量″学習内容の概要を知 り、課題意

識を持つ。

Oプ リテストをしよう。

O教科書を読み課題をみつけよう。

第 2次

明治維新

2。江戸時代 と明治初期を比較し、

明治維新を考える。

3.地租改正の役割 を考え、農村の

変化の様子について調べる。

4。 文明開化について調べる。

O国 の様子を江戸時代 と明治初期 と

を絵図から比較してみよう。

0農民や農村のくらしは地租改正に

よってどのように変ったか、 3つ

のグラフか らまとめよう。

0絵図から文明開化とはどんなこと

かまとめよう。

3

本 時
(2/3)

第 3次

自由への

たたかい

5,自 由民権運動の運動過程 とその

考 え方を調べる。

6.明 治憲法の成立過程を調べ、そ

の基本的な考えを知 り、成立の

意義を考える。

。自由民権運動とはどんな運動だっ

たんだろうか調べてみよう。

0日 本は明治憲法ができてどんな国

になったんだろう。
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5 本時の目標

認知的 O 明治維新によって農民・農村の生活はどのように変ったかを地租改正を通

して理解する。

態度的 A 3つ のグラフから地租改正が農民に与えた影響を正しくつかもうとする。

B 友達の考えにつないだ意見を言おうとする。

6展 開

学習課題
農民や農村のくらしは地租改正によってどのように変化 したか、 3つのグラフ

から考えよう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

傭

中

′か

確

認

1.前時の復習をする。

2.課 題の確認 をする。

3。 3つの資料 を読みと

る。

4.地租改正後の農村の

くらしを考 える。

ひとり

↓

グルー プ

↓

5。 確認バズ

6.学習の要点 と次時の

課題を確認する。

体全

0前時の学習 を振 り返 らせ、本時の導

入 とす る。

。本時の学習は地租改正 とは どのよう

な ものか、またそれによって農村は

どのように変 ったか考 える学習であ

ることを確認す る。

03つ の資料 は何のグラフかはっきり

させ、正 しく読 ませる。

O地租改正 とはどんなものであったか

調べ さす。

01の グラフか らは政府の財源は農村

にあ り、その重要性をわか らせ る。

02・ 3の グラフか らは農民 0農村の

苦 しさを考 えさす。

0友だちの考 えにつないだ発言をさせ

る。

0課題 をふ り返 らせグループで確認の

話 し合いをさせ る。

0学習のまとめと反省をさす。

O次時の学習課題 を確認する。

前時の学習を振

り返れたか。

本時の学習する

ことを知ったか。

資料が読みとれ

たか。

地租改正の意味

がわかったか。

なぜ、 どうして

という疑間が持

てたか。

友だちにわか り

やす く説明でき

たか。

まとめの話 し合

いができたか。

地租改正の意味

と農村の変化 を

理解で きたか。

7 確認 の要点

0農村の くらしは地租改正によっていかに変 ったか。

O資料か ら自分の考えを持つことができたか。

O友達の考えにつないだ発言ができたか。

-49-



理 科 学 習 指 導 案

(6年 3組 )

指導者 小 倉 玉 子

1 単元名  力 とて こ

2 単元目標

認知的 (1)て このつ り合いは、力点と作用点にかかる力と支点からの距離に関係する

ことがわかる。

(2)輪軸や滑車は、てこの原理を応用 したものであることに気づく。

態度的 A てんびんの学習や算数の比例関係などを生かして考えようとする。

B 班で協力 して仕事を行い、友達の意見を取 り入れて考えようとする。

3 教材 の取 り扱もヽ

前学年までにてんびんの学習をしてお り、その中で、物の重さがばねののびによっても測

れることを学習している。子供たちは遊具やお もちゃを通 してつ り合いを身近なものとして

感じ、つ り合わせるための工夫を知 らず知らずのうちにしているものである。しかし、その

規則性に対 しては、非常に曖味である。したがって、本単元では、実験を通 して規貝J性 を見

つけだしていくことを大切にしたい。

また、身のまわりにあるてこを利用した道具を探 し、応用の広 さを知 ると同時に身のまわ

りにあるものを科学的に見ようとする目を養いたい。

4 学習計画

分区 容内習学 学 習 課 題 時 間

第 1次

学習計画

1.プ リテス トや教科書か ら、内容を

知 り、学習計画を立てる。

0プ リテストをしよう:

O学習課題をつくろう。

第 2次

重い物を

/Jhさ い力

で動かす

2.重い もの を小 さい力で動かせ る方

法を感覚的に とらえる。

3。 てこの意味 と各部分の名称 を知 る。

0砂ぶ くろを小 さな力で持ち上

げよう。

第 3次

力の大 き

さと重 さ

4っ力の大 きさをばねののびやお もり

の重 さに変 えて調べ る。

5.実験用てこのつ くりとはたらき。

0砂ぶくろの力点にカロわる力の

大 きさを調べよう。

第 4次

て こには

た らく力

6。 おもりの位置によって腕の傾 きが

変わることに気づ く。

7。 てこがつり合 うとき「 おもりの数

×ヽ支点からの距離」が等しいこと

を見つける。

8。 てこを利用 した道具を探 し、力点、

0実験用てこにおもりをつるし、

つ り合い方を調べて記録に残

そう。

0実験用てこに下げたおもりが

どんなときつ り合うか調べよ

う。

0は さみやくぎぬきの力点、支

3

本 時
(2/3)
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支点、作用点を見つける。 点、作用点はどこだろう。

第 5次

て こに似

た道具

9.輪軸のはたらき

10.滑 車のはた らき

11。 ポス トテス ト

。輪軸について調べよう。

O滑車はどんなところに使わ

れているのだろう。  |
0ポ ス トテストをしよう。

5 本時の目標

認知的 ○ 実験尾てこを使って、てこが水平につう合うとき「おもつの数×支点から

距離」が左右で等しいことを見つける。

態度的 A おもりの数と支点からの距離に目をつけて考えていこうとする。

B 友達の意見をよく聞き、自分の考えを整理しようとする。

O展 開

学習課題 実験用てこに下げたお もりがどんなときつ り合 うか調べよう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

′心

確

認

1.課題 を確認する。

2。 前時の実験か らつ

り合 うときとつ り

合わない ときにつ

いて分けてみる。

(グループ)

3。 つ り合 うときにつ

いて話 し合 う。

(全  体 )

つ り合わない場合

について も確認す

る。

4。 本時の確かめ と次

時の課題 を確認す

る。

O課題をしっか り意識させる。

前時の実験をつ り合うときとつ

り合わないときに分け、違いを

つかませる。

。いろいろな場合 について発表 さ

せ る。

0支点か らの距離 とお もりの数 に

気づかせ る。

O左右の積が等 しくないとつ り合

わないことをお さえる。

O反 省 (自 己評価)と 次時の課題

を確認 させ る。

O課題がつかめたか。

2種類 に分けられたか。

「おもりの数 ×支′像か

らの距離」が等 しいと

きにつ り合 うこと力ゞわ

かったか。

次時の課題がわかっ

か 。

7 確認 の要 点

。「 お もりの数 ×支点からの距離」が等しいとき、つ り合 うことがわかったか。

0班で協力 し、話 し合いが進められたか。

。友達の意見をよく聞きながら、自分の考えをまとめられたか。
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国語科書写学習指導案

(養育学級 1組 )

指導者 成 宮 治 子

1 単元名  大 き く書 く

之 攣元 囲標

認知的 。 紙いっぱしヽに、大 きな動きで、のびのびと書 く。

態度的 A 自分の力いっぱい書こうとする。

B 協力 しながら準備や後始末をしっか つする。

S 轍材 の取 り扱 もヽ

3年男子 1亀 、修年女子 l化 、 9年女子 2名 の 4民 の学級である。 5年男子は五十音の議

み書き程度で、読んだつ書いたりを面倒がってひやがら。毛筆には興味をもってい為が、あ

きっl―Fく て最後までできない。 0年女子と8年女子N児 は、簡単な漢字はわかるざ、字形が

うまくとれず、筆腹をあやまりやすい。 6年女子は自信なげで、とりかか りがおそく、作業

もおそもヽ。が楽 しく学習する。 3年女子N児は仕事は早いが、粗雑である。 3年女子T児 は、

名前の読み書 き程度であるが、筆を持って書 くことを喜ぶ。

そこで、このような文字の習得をにがてとする子 どもたちに、毛筆で大 きく書かせること

により、文字意識を高め、文字を書こうとする意欲をもたせたい。また、筆にいっぱい墨を

患くませ、ほいっぱ毎ヽ黒々と書かせることによ り、毛筆による表現の楽しさを味わわせ、書

けるという自信をもたせたい。

区 分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1襄

策の使い方
量.毛筆用具に使いなれる。 O大 きなまるやせんを書 こう。

第 2次

漢  字

2。 書こうと決めた字を、紙いっぱ

いに書 く。

O自 分で決めた字を紙いっぱいに

書こう。

2

本 時
(1/2)

第 3次

漢字 とひら

がな

3.漢字とひらがなのことばを作っ

て、紙いっぱいに書 く。

。自分で作ったことばを紙いっぱ

いに書 こう。

Oてんらん会をひらこう。

2

5 本時の国標

認知的 。 紙いっぱいに、大きく書く。

態度的 A たっぶり墨をふくませて、腕を大きく動かして書こうとする。

B よくできたなとほめあいながら学習を進める。
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6展 開

学習課題 自分で きめた字をかみいっぱいに、大 きくかこう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

′心

確

認

1.場所 を決めて、毛筆がで きる用

意 をする。

2。 どんな字 を書 くのか決める。

3.自 分の決めた字 を書 いてみる。

4.自 分の書いた字の中で、どれが

一番大 きく書けているか見つけ

る。

5。 4人で見せ合 う。

6。 筆にたっぷ り墨をふくませて

う一度書 く。

7。 めあてどお りに書 けた字 をえら

』 や 。

8。 次時の課題を知ら。

9。後 しまつをする。

○紙のはしか ら思いきって書かせ

る。

Oか らだ全体 を使って書かせる。

Oひ といきに書 くよ うにさせ る。

O課題をふ りか えらせ る6

0大 きくて、元気のよい書 きぶ り

を見つけさせ る。

O形 にとらわれず、のびのびと書

かせ る。

O大 きく書いた事実を認識 させ る。

O次時は、 もっと大 きな紙 に書い

てみようと話す。

O筆や残墨の後 しまつをていねい

にさせ る。

0場所 をつ くり、書 く

たてる。

O能力に応 じた字 を、

せ る。

意欲 をか つ

大 きく書か

準備はで

きたか。

自分の書

く字がわ

か ったか。

0大 きく書

けた字が

見つけら

れたか。

o大 きな字

が書けた

か 。

0後 しまつ

はできた

か 。

7 確認の要点

0大 きく書けた字が見つけられましたか。

Oじ ゅんびや、あとしまつが しっか りできましたか。

Oよ くできたねと言えましたか。
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生活科学習指導案

(養育学級 2組 )

指導者 大 チ||セ み 江

1 単元名  風 車

2 単元 闘標

認知的 0 風車を作って、風車の回る様子を調べ、風の強 さによって風車の回 り方が

違 うことがわかる。

態度的 AOよ く回る風車を作ろうとする。

0風車の回る様子を調べようとする。

B 声をかけ合って、思いを伝 えようとする。

3 教材 の取 り扱 もヽ

対人関係が もちにくく、話 し合いもまだできない自閉的傾向の強いM児 (4年男子)と 、

みんなの前では委縮 して硬 くな り、何 もできずに黙 り込んでしまう場面絨黙のT児 (3年男

子)と 、欠席の非常に多い虚弱児のK児 (3年女子)の 3人の学級であり、まとまった学習

|よ マFき :こ くい。

風車は動 くものであるから、この子どもたちも興味深 く取 り組んで くれるのではなかろう

かと思って、この単元を設定 した。

そこで、この単元では、風車を作って回す生活経験を与えて、風が強ければ風車が速 く回

ることを、この子どもたちな りにとらえて くれればと願っている。

4 学習計画

分区 容内習学 課習学 題 時 間

第 1次

風 車 作 り

le風 車を作る。

2.作 った風車が、よく回るように

くふ うして改良する。

0よ く回る風車を作って、回そう。

0も っとよく回るように、くふう

しよう。

2

本 時
(1/2)

第 2次

風の強さと

風車の回 り

方

3。 風車は、どんなときよ く回るか

調べる。

4.風車を使って、風の強さや向き

を調べる。

0風車がよく回るのは、どんなと

きでしょう。

○風車を使って、風の強さや向き

を調べてみましょう。

第 3次

いろいろな

風車

5。 いろいろな形の風車を作って回

す。

0も っとちがった形の風車を作っ

て、回しましょう。
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5 本時の国標

認知的 0 よく回る風車を、身近な材料で作ることができる。

態度的 A よくInllる 風車を作ろうとする。

B 「回った」「ありがとう」などと、声をかけ合おうとする。

6展 開

ア 確認の要点

。風車は よく回ったか。

O声 をかけ合うことができたかO
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学習課題 よく回る風車を作って、回そう。

区 分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価

準

備

中

J心

確

認

1.風車を回す演示実験 を見て、本時

の学習課題をつかむ。

2.ど んな材料で作るか。

3。 どのように作ったらよいだろう。

4.風車を組 み立て る。

O羽根に切 り込みを入れて、折 り

曲 げ曖5。

02枚の羽根を十字に組み合わせ、

接着斉1で くっつける。

Oコ ルクせんに竹 ひごをさす。

0羽根 を押 しピンで、 コルクせん

1こ つける。

0竹 ひごを ス トローに通す。

5。 で き上がった ら、回してみる。

O口 で吹いて回す。

O走 って回す。

0自 然の風で回す。

0送風機の風で回す。

6.次 時の予告

。教師が回すだけでなく、児

童にも回させる。

O紙 の質、大きさ、色、竹ひ

ごの長さなどを選ばせる。

O示範の風車をよく見させて

作 り方を分からせる。

O羽根のどこに切 り込みを入

れるのかに注意させる。

0羽根の中心を合わせて組み

合わすように注意 させる。

oコ ルクせんの中心に鉛筆で

Ellを つけ、竹ひごを中心に

まっすぐ取 りつけるように

させる。

0課題 に取 り

組む意欲は

み られたか。

羽根 は正 し

く折 り曲げ

られたか。

竹 ひどは中

心にまっす

ぐ取 りつけ

られたか。
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の ぞ ま れ る 学 力

滋賀県教育委員会事務局

学校教育課 参事 水 野  清 先生

1 戦後からの教育内容 (今 までの学力)

(1)昭 和 20年 代

生活経験の重視…… 3・・生活・
件

会の改善
il.1‐ ■・

fて
l

l.:_|lil li    /‐ _ ‐1 71‐ 1'.=・ |:1,`‐ 、      .

111、 1l r‐ ■     11111● :‐ 1 1■  ‐

(2)昭 和 30年 代

系統 ll■ の重視… 00000・ …科学・ 技術の向上

:::■ .1.|‐ ltittF i■ノ

|■ 1:ケ
::i::11 l li:,・ 1'ギ

_

(3)昭 和 40年 代

構造約把握の重視。00000産 業 。経済の発展

宅ヽ十11≒ で4・ i・̈

γ
fl‐ ‐

1・ ・ :. :‐
=‐ 二 :

マ 今 後 の 教 育 鶴 客 くのぞまれ る学力)

入 閥 性 の 重視

人 間の 尊 厳 性 e n..b000… 8厚 生 主 体

lち 勇理il.:三
 i‐ = :

(1)知 徳体の調和    ‐F‐

〇基礎的 0基 本的内容の重視 (学 習のための意欲 0能 力の藩養 )

｀
::11t i l:fi「

り1■「
‐ ■ liF―

.■
.

○自己充実 (イ園性の伸長 )

総
鷺ド炒仄脱属辟

社会性  ::illll■ lr・
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単 元 単 位 の 見 通 し な 習    〕′■
IF・

中京大助教授 杉 誕 鰺 隆 魅

1 単元 単位 を見通 した学習 の概 要

2 単元 単位 を見通 した学習 の教育心理 学的意 義

3 単元単位 の見通しのたわの学習 国標 。学習 課題の設定

4 単元単位 を見通 した学習 の具体 的な指導課程の工夫

う 単元単位の見通 し学雪 の評価手続き

6 バズ 学習 研究 の今後 の課題 の展 菫

―・・57-



小集 団 によ る話 し合 もヽ 学 習

滋賀大学教授 高 旗 正 人 魅

票鷹:濃1   ‐1:彙
  i… ‐

i′・ヽ手
へ .::寺  .

1 これか らの授業 のめ ざす もの

学 力づ く りと集団づ く りの統 一

2 小集団による話し合もヽの機能

「 小集団の機能」

(+) (― )

学 力

づ くり

思 考

学習効率

定 着 率

輝杯
音同
音
同

イヒ

しヽ

しヽ

表 画 化

低  い

低   い

集 団

づ くり

学習活動

風  土

人間関係

全員参加

支 持 的

目的協同

り

的

的

餞
撃
争

か
攻

競

3 ノ』ヽ集団学習の方法の開発を。ノ

プラス機能の強化とマイナス機能の解消のための実践的研究が必要で

ある。
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季 ど 亀 翁 釉 濾 評 価

本校教諭 薦 村 博

価 」とは

‐ |「 :」 ξ tlキ i
.‐ il ‐ 1ノ

111‐ 事―

即時自己評価をうながすために

(1)子 ども自身に目標が持てるようにするとともに、評価項目は具体的な観察可能

な行動の意味で表現す る。

(2)認知的・態度的目標を設定し、その同時達成を図るため、

互作用を重視する指導方略を考える。

子どもの積極的な相
芦

:蒙 :i:=可

学習効果の判定法としては、認知的目標の評価法としてはプリ・ポス トテスト

方式、態度的目標の評価法として参加度・満足度の測定等で行 う。

各教科、学年→学期→単元→本時と観点別評麒 目を設定 し、その評価方法を

選択する。

通 信票「 あ ゆみ 」にも自己評価 を導 入して

＼ヽヽ、 111.:キ・
1・ 1_11 1 プ _.

|: ■
'. 

‐ i‐  ■. .    I   F: t ・  :
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